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　13 年連続　都内男子校志願者 No.1　
2023年度より「2月1日午前入試」に参入するとともに、これまでの入試日程を大幅に変更しました。この変更は、

「第1志望にしている受験生の入学を増やし、校内の活性化を図りたい」という考えから実施しました。大きな入
試改革でしたので、前年度までとの比較は難しい面もありますが、一般入試4回の合計では、受験者数2,106名、
合格者数858名、倍率2.5倍とほぼ前年と同様の結果になりました。

1. 中学一般入試結果概要（3年間比較）
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0
2
3
年
度

日 程 2月1日午前 2月1日午後 2月3日 2月5日 合計
定員（Ⅰ類・Ⅱ類合計） 50 100 60 30 240
志 望 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計
応 募 者 数 138 200 338 707 578 1285 355 413 768 529 484 1013 1729 1675 3404
受 験 者 数 93 149 242 612 501 1113 133 227 360 175 216 391 1013 1093 2106
受 験 率 71.6% 86.6% 46.9% 39% 61.9%

正 規 合 格 者 数
Ⅱ類 Ⅰ類

45
＊（4）

81
Ⅱ類 Ⅰ類

197
＊（69）

577
Ⅱ類 Ⅰ類

48
＊（11）

108
Ⅱ類 Ⅰ類

22
＊（6）

92
Ⅱ類 Ⅰ類

312
＊（90）

8588 28 157 223 19 41 32 38 216 330
36 380 60 70 546

実 質 倍 率 2.6倍 3.3倍 3.0倍 1.6倍 2.5倍 1.9倍 2.2倍 4.7倍 3.3倍 2.5倍 9.8倍 4.3倍 1.9倍 3.5倍 2.5倍
入 学 者 数 55 85 47 53 240

合格最低点（得点率）
Ⅱ類 249（71.1%） 137（68.5%） 230（65.7%） 245（70.0%）
Ⅰ類 210（60.0%） 117（58.5%） 207（59.1%） 229（65.4%）

2
0
2
2
年
度

日 程 2月1日 2月2日 2月4日 2月6日 合　計
定員（Ⅰ類・Ⅱ類合計） 120 60 30 30 240
志 望 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計
応 募 者 数 701 541 1242 311 297 608 401 379 780 506 510 1016 1919 1727 3646
受 験 者 数 634 485 1119 165 162 327 147 178 325 172 268 440 1118 1093 2211
受 験 率 90.1％ 53.8％ 41.7％ 43.3％ 60.6％

正 規 合 格 者 数
Ⅱ類 Ⅰ類

201
＊（67）

621
Ⅱ類 Ⅰ類

38
＊（9）

116
Ⅱ類 Ⅰ類

34
＊（6）

85
Ⅱ類 Ⅰ類

28
＊（3）

78
Ⅱ類 Ⅰ類

301
＊（85）

900187 233 28 50 22 29 18 32 255 344
420 78 51 50 599

実 質 倍 率 1.5倍 2.4倍 1.8倍 2.1倍 4.3倍 2.8倍 2.9倍 5.2倍 3.8倍 3.4倍 9.6倍 5.6倍 1.9倍 3.6倍 2.5倍
入 学 者 数 83 38 43 50 214

合格最低点（得点率）
Ⅱ類 2科 143・4科213（71.0％） 240（68.6％） 221（63.1％） 237（67.7％）
Ⅰ類 2科 123・4科180（60.0％） 218（62.3％） 201（57.4％） 220（62.9％）

2
0
2
1
年
度

日 程 2月1日 2月2日 2月4日 2月6日 合　計
定員（Ⅰ類・Ⅱ類合計） 120 60 30 30 240
志 望 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計
応 募 者 数 531 559 1090 238 310 548 323 356 679 400 514 914 1492 1739 3231
受 験 者 数 477 492 969 134 179 313 98 152 250 138 274 412 847 1097 1944
受 験 率 88.9％ 57.1％ 36.8％ 45.1％ 60.2％

正 規 合 格 者 数
Ⅱ類 Ⅰ類

242
＊（68）

592
Ⅱ類 Ⅰ類

43
＊（11）

119
Ⅱ類 Ⅰ類

30
＊（7）

80
Ⅱ類 Ⅰ類

40
＊（7）

95
Ⅱ類 Ⅰ類

355
＊（93）

886143 207 20 56 14 36 19 36 196 335
350 76 50 55 531

実 質 倍 率 1.4倍 2.0倍 1.6倍 1.8倍 4.2倍 2.6倍 2.0倍 5.1倍 3.1倍 2.5倍 6.9倍 4.3倍 1.6倍 3.1倍 2.2倍
入 学 者 数 100 32 35 42 209

合格最低点（得点率）
Ⅱ類 2科 145・4科215（71.7％） 253（72.3％） 256（73.1％） 268（76.6％）
Ⅰ類 2科 123・4科183（61.0％） 215（61.4％） 228（65.1％） 244（69.7％）

＊正規合格者数の（　）内の数字はⅠ類志望の合格者の中で、Ⅱ類の合格基準に達した人数を表します。



ー 2ー­

1．入試結果
定員 応募者数 受験者数 受験率 正規合格者数 実質倍率 入学者数

約50
Ⅱ類 138 Ⅱ類 93 Ⅱ類 67.4% Ⅱ類 Ⅱ類：8（Ⅰ類：28） Ⅱ類 2.6倍 Ⅱ類 6
Ⅰ類 200 Ⅰ類 149 Ⅰ類 74.5% Ⅰ類 Ⅰ類：45（4） Ⅰ類 3.3倍 Ⅰ類 49
計 338 計 242 計 71.6% 計 81 計 3.0倍 計 55

＊正規合格者数Ⅰ類の（　）内の数字はⅠ類志望の合格者の中で、Ⅱ類の合格基準に達した人数を表します。

2．各教科の試験時間・配点・平均点・合格最高点・合格最低点
4 科 国語 算数 社会 理科

試験時間（分） 50 50 40 40
配点 350 100 100 75 75

平
均
点

受
験
生 

Ⅱ類 203.1 59.3 56.7 40.6 46.6
Ⅰ類 190.0 58.0 51.2 38.0 42.9

合
格
者 

Ⅱ類 260.0 73.3 79.8 45.5 57.4
Ⅰ類 224.9 64.7 64.6 42.9 52.7

合格者最高点 Ⅱ類 294 84 95 56 64
Ⅰ類 247 89 83 60 66

合格者最低点 Ⅱ類 249
Ⅰ類 210

3．教科別得点分布
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　予想を上回る出願者数　
四模試の志望状況から、2月1日午前入試の
受験生は180名程度と予想していました。し
かし、実際の出願者数は338名となり、予
想を大きく上回る数字となりました。一方で、
受験者数は242名で受験率は71.6％となり、
他校に比べるとかなり低い数値となりました。
これは、本校の受験料が出願の数に関係な
く一定であることから、他校とのダブル出願
が相当数あったことが考えられます。

1．入試結果
定員 応募者数 受験者数 受験率 正規合格者数 実質倍率 入学者数

約100
Ⅱ類 707 Ⅱ類 612 Ⅱ類 86.6% Ⅱ類 Ⅱ類：157（Ⅰ類：223） Ⅱ類 1.6倍 Ⅱ類 32
Ⅰ類 578 Ⅰ類 501 Ⅰ類 86.7% Ⅰ類 Ⅰ類：197（69） Ⅰ類 2.5倍 Ⅰ類 53
計 1285 計 1113 計 86.6% 計 577 計 1.9倍 計 85

＊正規合格者数Ⅰ類の（　）内の数字はⅠ類志望の合格者の中で、Ⅱ類の合格基準に達した人数を表します。

2．各教科の試験時間・配点・平均点・合格最高点・合格最低点
2 科 国語 算数

試験時間（分） 50 50
配点 200 100 100

平
均
点

受
験
生 

Ⅱ類 121.3 57.8 63.5
Ⅰ類 107.1 52.9 54.2

合
格
者 

Ⅱ類 147.1 68.5 78.6
Ⅰ類 126.6 59.8 66.8

合格者最高点 Ⅱ類 171 88 100
Ⅰ類 136 87 94

合格者最低点 Ⅱ類 137
Ⅰ類 117

3．教科別得点分布
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　難関校との併願者が増加　
受験生が1,000名を超える2月1日午後入
試については、パーテーション付き食事会
場を用意し、受験生のみ利用可としました。
またWEB出願時のアンケートをもとに、本
校の2月1日午後入試受験生の同日の午前
入試の併願校を比較すると、今年は最難関
校を併願している受験生が増えました。これ
は四模試の動向からも裏付けられています。

3. 第2回　2月1日午後 （ 15時集合 15時10分試験開始 17時5分試験終了
15時50分集合 16時試験開始 17時55分試験終了  インターネット発表23時〜）

2. 第1回　2月1日午前 （8時30分集合 8時40分試験開始 12時25分試験終了 インターネット発表21時〜）
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1．入試結果
定員 応募者数 受験者数 受験率 正規合格者数 実質倍率 入学者数

約60
Ⅱ類 355 Ⅱ類 133 Ⅱ類 37.5% Ⅱ類 Ⅱ類：19（Ⅰ類：41） Ⅱ類 2.2倍 Ⅱ類 13
Ⅰ類 413 Ⅰ類 227 Ⅰ類 55.0% Ⅰ類 Ⅰ類：48（11） Ⅰ類 4.7倍 Ⅰ類 34
計 768 計 360 計 46.9% 計 108 計 3.3倍 計 47

＊正規合格者数Ⅰ類の（　）内の数字はⅠ類志望の合格者の中で、Ⅱ類の合格基準に達した人数を表します。

2．各教科の試験時間・配点・平均点・合格最高点・合格最低点
4 科 国語 算数 社会 理科

試験時間（分） 50 50 40 40
配点 350 100 100 75 75

平
均
点

受
験
生 

Ⅱ類 201.3 56.5 54.2 48.9 41.7
Ⅰ類 181.0 51.9 47.7 44.7 36.6

合
格
者 

Ⅱ類 238.9 68.8 66.4 54.4 49.3
Ⅰ類 215.3 59.6 59.6 51.4 44.7

合格者最高点 Ⅱ類 265 89 82 66 62
Ⅰ類 229 90 82 65 60

合格者最低点 Ⅱ類 230
Ⅰ類 207

3．教科別得点分布
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　多くの受験生が受験　
日程変更により、本校では初めての2/3 入
試となりました。昨年度の2/2、4の入試に
比べて30 名以上多い受験生が受験しまし
た。

4. 第3回　2月3日 （8時30分集合 8時40分試験開始 12時25分試験終了 インターネット発表18時〜）

1．入試結果
定員 応募者数 受験者数 受験率 正規合格者数 実質倍率 入学者数

約30
Ⅱ類 529 Ⅱ類 175 Ⅱ類 33.1% Ⅱ類 Ⅱ類：32（Ⅰ類：38） Ⅱ類 2.5倍 Ⅱ類 27
Ⅰ類 484 Ⅰ類 216 Ⅰ類 44.6% Ⅰ類 Ⅰ類：22（6） Ⅰ類 9.8倍 Ⅰ類 26
計 1013 計 391 計 38.6% 計 92 計 4.3倍 計 53

＊正規合格者数Ⅰ類の（　）内の数字はⅠ類志望の合格者の中で、Ⅱ類の合格基準に達した人数を表します。

2．各教科の試験時間・配点・平均点・合格最高点・合格最低点
4 科 国語 算数 社会 理科

試験時間（分） 50 50 40 40
配点 350 100 100 75 75

平
均
点

受
験
生 

Ⅱ類 214.2 63.8 68.0 49.7 32.7
Ⅰ類 188.4 58.3 58.0 45.4 26.7

合
格
者 

Ⅱ類 257.2 72.9 84.1 56.6 43.6
Ⅰ類 234.4 68.9 75.3 52.8 37.8

合格者最高点 Ⅱ類 306 89 100 67 59
Ⅰ類 244 85 94 69 54

合格者最低点 Ⅱ類 245
Ⅰ類 226

3．教科別得点分布
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5. 第4回　2月5日 （8時30分集合 8時40分試験開始 12時25分試験終了 インターネット発表18時〜）

　理科で読解力や思考力を問う　
国語・算数は昨年と同様のレベルで出題し
ました。理科は問題を長文化し、読解力や
思考力を必要とする問題を増やしたので、
平均点が低めとなりました。今後も単なる知
識を問う問題だけでなくこのようなタイプの
問題を作成していきたいと考えています。
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1．入試結果

2
0
2
3
年
度

入 試 日 1月6日
募集定員 Ⅱ類若干名・Ⅰ類若干名

試験方式
Ａ方式 Ｂ方式

合計
国語型 作文型 2教科 4教科

志 望 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計
応募者数 61 36 97 2 4 6 11 15 26 127 40 167 201 95 296
受験者数 56 32 88 2 3 5 11 13 24 120 38 158 189 86 275

合格者数
Ⅱ類 Ⅰ類 7

※
（3）

40
Ⅱ類 Ⅰ類 0

※
（0）

1
Ⅱ類 Ⅰ類 2

※
（1）

8
Ⅱ類 Ⅰ類 9

※
（2）

86
Ⅱ類 Ⅰ類 18

※
（6）

1353 30 1 0 2 4 25 52 31 86
33 1 6 77 117

実質倍率 1.7 4.6 2.2 2.0 − 5.0 1.8 6.5 3.0 1.6 4.2 1.8 1.6 4.8 2.0
入学者数 0 10 10 0 0 0 2 1 3 2 14 16 4 25 29

2
0
2
2
年
度

入 試 日 1月6日
募集定員 Ⅱ類若干名・Ⅰ類若干名

試験方式
Ａ方式 Ｂ方式

合計
国語型 作文型 2教科 4教科

志 望 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計
応募者数 56 35 91 3 7 10 18 15 33 114 32 146 191 89 280
受験者数 56 34 90 3 7 10 18 15 33 111 32 143 188 88 276

合格者数
Ⅱ類 Ⅰ類 21

※
（3）

60
Ⅱ類 Ⅰ類 1

※
（0）

1
Ⅱ類 Ⅰ類 3

※
（1）

10
Ⅱ類 Ⅰ類 8

※
（2）

80
Ⅱ類 Ⅰ類 33

※
（6）

15110 29 0 0 2 5 21 51 33 85
39 0 7 72 118

実質倍率 1.4 1.6 1.5 − 7.0 10.0 2.6 5.0 3.3 1.5 4.0 1.8 1.6 2.7 1.8
入学者数 3 21 24 0 1 1 0 3 3 3 16 19 6 41 47

2
0
2
1
年
度

入 試 日 1月6日
募集定員 Ⅱ類若干名・Ⅰ類若干名

試験方式
Ａ方式 Ｂ方式

合計
国語型 作文型 2教科 4教科

志 望 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計
応募者数 45 59 104 1 4 5 10 15 25 100 34 134 156 112 268
受験者数 42 59 101 1 4 5 10 14 24 100 32 132 153 109 262

合格者数
Ⅱ類 Ⅰ類 18

※
（0）

50
Ⅱ類 Ⅰ類 1

※
（0）

2
Ⅱ類 Ⅰ類 2

※
（0）

7
Ⅱ類 Ⅰ類 14

※
（2）

99
Ⅱ類 Ⅰ類 35

※
（2）

15813 19 1 0 0 5 36 49 50 73
32 1 5 85 123

実質倍率 1.3 3.3 2.0 1.0 4.0 2.5 2.0 7.0 3.4 1.2 2.3 1.3 1.2 3.1 1.7
入学者数 6 8 14 1 0 1 2 0 2 15 3 18 24 11 35

※（　）内の数字はⅠ類志望の合格者の中で、Ⅱ類の合格基準に達した人数を表します。

　10 年目を迎えた帰国生入試　
10年目を迎えた帰国生入試の志願者は過去最高となり、今年は296名が志願、275名が受験した。合格者は
135名で、実質倍率は昨年をやや上回り2.0倍となった。英語（英検準1級レベルの出題）を利用するＡ方式の受
験生は103名を数え、大変英語力の高い受験生が志願していたことが分かる。

6. 帰国生入試結果概要（3年間比較）　1月6日 （8時30分集合 8時40分試験開始 インターネット発表1月6日 18時）
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受験生の試験方法の割合

　英語を入試科目とするＡ方式の受験生が 34.8%　
帰国生入試の英語の出題は英検準1級レベル。その試験に103名（34.8%）の受験生がチャレンジした。また、
入学者の割合は、Ａ方式・43.2％、Ｂ方式・56.7％となった。

2．各教科の試験時間・配点・平均点・合格最高点　　　　　　３．受験者数、合格者数、実質倍率の推移
配点と時間

Ａ方式 Ｂ方式

試験科目 配点 時間 試験科目 配点 時間

国語 100点 45分 国語 100点 45分

算数 100点 45分 算数 100点 45分

英語 100点 45分 社会 50点
45分

作文 — 45分 理科 50点

2科合計 200点 — 2科合計 200点 —

4科合計 300点 —

応募者

合格者

入学者

A方式 国語 A方式 作文 B方式 2科 B方式 4科

32.8％ 2.0％2.0％ 8.8％8.8％ 56.4％

29.6％ 63.7％

43.2％ 9.0％9.0％ 47.7％

5.9％5.9％

0.0％0.0％

1.0％1.0％

（注1）�Ⅰ類合格者の各データは、Ⅱ類出願者のスライド合格者を含みます。
（注2）�帰国生入試の合格最低点を発表していないのは、試験（国･算･社･理･英）の得点だけでなく、所持している資格や活動歴、作文などを

加えて総合的に判定しているためです。

2.6

2.4

2.2

2.0

1.8

1.6

1.4

1.2

1.0

0.8

実質倍率　　合格者数　　受験者数
（人）

2021年度 2022年度 2023年度
110

130

150

170

190

210

230

250

270

290

158158

262262

151151

276276

135135

275275

1.71.7
1.81.8

2.02.0

6. 帰国生入試結果（概要）　1月6日 （8時30分集合 8時40分試験開始 インターネット発表1月6日 18時）

※「入学者」については、他の受験型に再チャレンジで合格した後、入学した者を含みます。

各科目平均点
Ａ方式 Ｂ方式

試験科目 受験者 Ⅱ類合格者 Ⅰ類合格者 試験科目 受験者 Ⅱ類合格者 Ⅰ類合格者
国語 52.5 61.2 60.0 国語 63.7 82.2 69.4
算数 55.3 79.6 64.6 算数 66.2 84.3 73.9
英語 44.8 76.4 58.8 社会 34.1 41.9 36.3

理科 33.8 43.8 36.6

合格者最高点
Ａ方式 Ｂ方式

試験科目 Ⅱ類合格者 Ⅰ類合格者 試験科目 Ⅱ類合格者 Ⅰ類合格者
国語 73 81 国語 92 86
算数 89 84 算数 95 88
英語 82 86 社会 48 48

理科 50 50
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滞在国　＊なお、複数の国に滞在していた受験生あり。また、入学者には、再チャレンジ（帰国生入試以外）での合格者を含む。

滞在国
滞在国

応募者 合格者 入学者

アメリカ 84 40 17

シンガポール 40 17 4

イギリス 31 20 5

中国（香港を除く） 28 10 3

タイ 25 10 3

インドネシア 15 9 3

ベトナム 9 6 0

オーストラリア 9 3 0

台湾 8 3 0

香港 7 3 0

カナダ 6 3 2

韓国 5 3 1

滞在国
滞在国

応募者 合格者 入学者

ドイツ 5 0 0

インド 4 2 1

ミャンマー 4 1 1

ブラジル 4 2 0

ロシア 3 2 1

アラブ首長国連邦 3 0 1

トルコ 3 1 1

フィリピン 3 0 0

フランス 3 1 0

ベルギー 3 0 0

カンボジア 3 1 0

マレーシア 2 1 0

滞在国
滞在国

応募者 合格者 入学者

メキシコ 2 0 0

オランダ 2 1 0

チリ 1 1 1

イタリア 1 1 0

ヨルダン 1 0 0

スウェーデン 1 0 0

ポルトガル 1 0 0

ハンガリー 1 1 0

ニュージーランド 1 1 0

　滞在国は10年連続してアメリカがトップ　
滞在国は帰国生入試を開始して以来、連続してアメリカがトップである。また、ここ数年、中国からの志願者が減
少する傾向にある。受験生の多い滞在国は例年ほぼ変化はないが、今年も地域を問わず世界中から志願者が集まっ
ている。

滞在年数
1〜2年 2〜3年 3〜4年 4〜5年 5〜6年 6年以上

応募者 20 49 48 52 49 78

合格者 10 23 22 25 18 37

入学者 3 8 11 5 7 10

帰国後年数
6か月未満 1年未満 1年半未満 2年未満 2年半未満 2年半以上

応募者 59 21 26 21 28 141

合格者 31 9 12 10 10 63

入学者 6 6 2 5 4 21

海外最終在籍校
日本人学校 現地校 インター校

応募者 117 115 64

合格者 55 57 23

入学者 17 24 3

　入学者の最終在籍校は『現地校：インター校：日本人学校＝４：２：４』　
帰国後年数は、6ヶ月未満と2年半以上が突出しており、やや2極に分化している。また、帰国後年数の長い受
験生は、日本で進学塾に通っているケースが多く、Ｂ方式の2科目または4科目で受験している。

6. 帰国生入試　滞在国・滞在年数・帰国後年数・海外最終在籍校

6年以上
5～6年
4～5年
3～4年
2～3年
1～2年

応募者の滞在年数［％］

0 5 10 15 20 25 30

2年半以上
2年半未満
2年未満
1年半未満
1年未満
6ヶ月未満

応募者の帰国後年数［％］

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

インター校

現地校

日本人学校

応募者の海外最終在籍校［％］

0 10 20 30 40 50
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6. 帰国生入試　英検取得状況・併願校ベスト5

1．入試結果
実施年度 2023年度 2022年度 2021年度
募集定員 Ⅱ類若干名、Ⅰ類若干名 Ⅱ類若干名、Ⅰ類若干名 Ⅱ類若干名、Ⅰ類若干名
試 験 型 英語・算数・作文 英語・算数・作文 英語・算数・作文
志 望 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計
応募者数 25 32 57 15 25 40 11 24 35
受験者数 20 30 50 12 23 35 9 22 31

合格者数
Ⅱ類 Ⅰ類

6
※（0） 21

Ⅱ類 Ⅰ類
9

※（1） 15
Ⅱ類 Ⅰ類

8
※（0） 142 13 0 6 2 4

15 6 6
実質倍率 1.3 5.0 2.4 2.0 2.6 2.3 1.5 2.8 2.2
入学者数 1 13 14 1 12 13 4 7 11
※（　）内の数字はⅠ類志望の合格者の中で、Ⅱ類の合格基準に達した人数を表します。

2．各教科の試験時間・配点・平均点・合格最高点・合格最低点

7. グローバル入試　2月3日 （8時30分集合 8時40分試験開始 11時30分試験終了 インターネット発表18時）

配点と時間
試験科目 配点 時間（分）

英語 100 50
算数 100 50
作文 段階評価 40

最高点・最低点
試験科目 Ⅱ類合格者 Ⅰ類合格者

英語最高点 100 92
算数最高点 71 64

2 科合計最高点 170 146
2 科合計合格者最低点 162 122

平均点
試験科目 受験者 Ⅱ類合格者 Ⅰ類合格者

英語 76.7 95.5 85.0
算数 39.9 70.5 48.1

2 科合計 116.6 166.0 133.1

　英検準1級以上58名出願　
今年の帰国生入試では、英検 2 級以上の応募者が143 名に上り、そのうち29 名が入学した( ※「入学者」には一
般、グローバル入試の入学者を含む。英検 2 級は大学入試共通テストのレベルにほぼ相当する)。なお、帰国生入
試を経て入学した生徒の総数は44 名となった。

英語検定
1級 準1級 2級 準2級 3級

応募者 4 54 85 20 27
合格者 3 34 30 7 12
入学者 1 10 18 4 11

※「入学者」には一般及びグローバル入試の入学者を含む。

　併願校（1月受験校）のトップは海城　
1月受験校の上位学校名は昨年度とあまり変わらないが、トップは海城となった。２月2日受験校では、慶應義塾湘
南藤沢中等部がトップ。英語を利用した受験が可能な学校が併願校として挙がっている。2月1日、３日受験校で
は、東京・神奈川の男子難関校にチャレンジしている受験生が多数存在する。

併願校ベスト5
順位 1 2 3 4 5

〜 1月31日 海城中学校 67 東京都市大学等々力中学校 45 攻玉社中学校 42 聖光学院中学校 31 青稜中学校 16

2月1日 麻布中学校 13 慶應義塾普通部 11 駒場東邦中学校 9 海城中学校 8 武蔵中学校・早稲田中学校 7

2月2日 慶應義塾湘南藤沢中等部 27 聖光学院中学校 8 本郷中学校 7 桐朋中学校・城北中学校 6

2月3日 慶應義塾中等部 13 浅野中学校 12 海城中学校 9 早稲田中学校 6 筑波大学附属駒場中学校 4

（注）算数・英語は各100点満点で、算数の問題は第2回入試と共通の問題です。
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2023年度入試　四模試結果偏差値

偏
差
値

2/1午前 2/1午後 2/3午前 2/5午前

日能研四谷大塚Ⅰ類 SAPIX四谷大塚Ⅱ類
首都圏模試Ⅱ類 首都圏模試Ⅰ類

45

50

55

60

65

70

75

8. 2023年度入試　主要模試結果偏差値（80%）

　SAPIX 模試は難化、他模試は昨年並み　 
2023年度入試では入試日程を大幅に変更したため、各入試回の結果偏差値の前年度との比較は難しいのですが、
4模試の内、SAPIXでは難易度が高まり、他の3模試は昨年並みという結果になりました。なお、四谷大塚と首
都圏模試はⅡ類とⅠ類を別々に算出しており、SAPIXと日能研はⅡ類・Ⅰ類合わせての数値となっております。それ
ぞれの模試の特徴をご確認の上、参考にしてください。

主要模試　結果偏差値（80％）
2/1
午前

2/1
午後

2/2
午前

2/3
午前

2/4
午前

2/5
午前

2/6
午前 平均

SAPIX
Ⅱ・Ⅰ類

今年 49 55 52 54 52.5
昨年 52 50 48 52 50.5

日能研
Ⅱ・Ⅰ類

今年 60 62 58 61 60.3
昨年 61 59 59 62 60.3

四谷大塚

今
年

Ⅱ類 57 60 60 60 59.3
Ⅰ類 53 56 56 56 55.3

昨
年

Ⅱ類 60 59 59 59 59.3
Ⅰ類 55 55 55 55 55.0

首都圏
模試

今
年

Ⅱ類 70 71 71 71 70.8
Ⅰ類 67 69 69 69 68.5

昨
年

Ⅱ類 71 70 70 72 70.8
Ⅰ類 69 67 67 69 68.0

※SAPIXの今年の偏差値は、結果偏差値ではなく、2023年4月模試の判定偏差値です。
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9. 第2回入試（2月1日午後）受験生の午前の受験校

2023 年度入試　入学者併願校　  2022 年度入試　入学者併願校
順位 学校名 人数 順位 学校名 人数
❶ 海城 48 ❶ 浅野 50
❷ 世田谷学園 33 ❷ 海城 41
❸ 浅野 32 ❸ 東京都市大等々力 23
❹ 早稲田 23 ❹ 攻玉社 22
❺ 駒場東邦 19 ❺ 駒場東邦 19
❺ 東京都市大等々力 19 ❻ 桐光学園 18
❼ 攻玉社 18 ❼ 芝 17
❼ 本郷 18 ❼ 早稲田 17
❾ 芝 17 ❾ 武蔵 16
� 聖光学院 16 � 麻布 15
� サレジオ学院 16 � 成城 15
� 高輪 15 � 慶應普通部 14
� 武蔵 13 � 慶應中等部 14
� 早稲田実業 12 � 聖光学院 14
� 栄光学園 11 � 本郷 14
� 桐朋 11 � サレジオ学院 12
� 広尾学園 10 � 桐朋 12
� 桐光学園 10 � 栄光学園 11
� 渋谷教育渋谷 9 � 早稲田実業 11
� 麻布 8 � 慶應湘南藤沢 10
� 慶應中等部 8 � 桐陰中等教育 10
� 東京農大第一 8
� 巣鴨 8
� 神奈川大附属 8

　入試日程の変更が併願校にも影響　
本校は2023 年度の一般入試では、2/1 午前入試参入など、大きく日程を変更しました。その結果、本校が第 1 志
望の入学者が増加するとともに併願校にも変化が生じています。第3回入試（2/3）と同日程の浅野中は第1志望、
併願校ともに減少し、2/1 以外では入試が重複しなくなった世田谷学園中は併願者が大きく増加しました。

順位 学校名
人数

今年 昨年
1 東京都市大付属 164 −
2 駒場東邦 155 163
3 麻布 84 76
4 海城 71 67
5 早稲田 66 38
6 武蔵 50 60
7 開成 45 26
8 慶應普通部 36 32
9 桐朋 33 36
10 サレジオ学院 30 43

入学者の第 1 志望校
順位 学校名 人数 昨年の順位・人数
❶ 東京都市大付属 70 1 58
❷ 海城 29 2 26
❸ 駒場東邦 18 5 14
❹ 早稲田実業 12 9 11
❹ 武蔵 12 6 13
❻ 聖光学院 10 12 6
❻ 浅野 10 3 18
❻ 早稲田 10 8 12
❾ 麻布 8 4 15
� 慶應普通部 6 6 13
� 栄光学園 5 12 6
� 開成 4 17 3
� 芝 4 9 11
� サレジオ学院 4 18 2
� 広尾学園 4
� 慶應中等部 3 18 2
� 早稲田高等学院 3 11 10
� 筑波大学附属駒場 2
� 慶應湘南藤沢 2 15 5
� 渋谷教育渋谷 2 16 4
� 桐朋 2

10. 入学者の第1志望校・併願校（新入生保護者アンケートより）

順位 学校名
人数

今年 昨年
11 早稲田実業 28 29
12 芝 25 48
13 本郷 16 16
14 早大学院 12 45
15 攻玉社 11 19
16 渋谷教育渋谷 8 13
17 逗子開成 7 9
18 城北 5 9
18 成城学園 5 4
20 世田谷学園 4 11

　2/1 本校 W 受験は 164 名　
2023 年度入試より「2 月 1日
午前入試」を導入し、「2月1日
午後入試」の入試科目を「2 科・
4 科選択」から「2 科のみ」に変
更しましたが、「2月1日午後入
試」の受験校（併願校）は、昨
年以上に最難関の男子進学校が
上位を占めています。また、本
校の2月1日午前入試を受験し
た242 名の内、引き続き本校の
午後入試を受験したのは164名

（68％）となり、多くの受験生が
「W 受験」をしてくれました。
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11. 受験志望の動機など（新入生保護者アンケートより）

　進学校としての指導体制に期待　
このページのデータは本校に合格し、入学説明会に参加された保護者の方に行ったアンケート結果です。受験の決
め手として最も多かったのは、「進学校としての学習指導体制」で、ここ数年同じ傾向が続いています。ここ3 年間
では「学園祭などの生徒の様子」が大きく伸びたのは、学園祭が3 年振りに昨秋一般公開されたことが主な理由と
考えられます。また、現時点での大学進学希望は、国公立大学進学希望が過去最高となり、最難関国公立大学に
お子様を進学させたい保護者が増えていることが伺えます。

本校を受験する決め手となったもの（複数回答可）

項目 進学校としての
学習指導体制

説明会や校内見学
に参加して

校舎・グランド
等の施設 通学の便 行事や

クラブ活動
第一志望の

併願先として

今年 195人（84.4％） 149人（64.5％） 142人（61.5％） 124人（53.7％） 106人（45.9％） 90人（39.0％）

昨年 199人（82.6％） 156人（64.7％） 128人（52.7％） 117人（48.5％） 96人（39.8％） 90人（37.3％）

一昨年 196人（73.1％） 120人（44.8％） 117人（43.7％） 104人（38.8％） 87人（32.5％） 91人（34.0％）

項目 理科実験 グローバル教育 偏差値 先生の熱意 学園祭などの
生徒の様子

将来を見据えた
進路指導

今年 82人（35.5％） 71人（30.7％） 71人（30.7％） 68人（29.4％） 67人（29.0％） 65人（28.1％）

昨年 108人（44.8％） 83人（34.4％） 74人（30.7％） 74人（30.7％） 31人（12.9％） 85人（35.3％）

一昨年 119人（44.4％） 61人（22.8％） 66人（24.6％） 65人（24.3％） 50人（18.7％） 74人（27.6％）

項目 英語の
取り出し授業

塾の先生の
勧め

情報誌等の
記事を読んで

大学の
付属校だから その他

今年 35人（15.2％） 29人（12.6％） 29人（12.6％） 3人（1.3％） 18人（7.8％）

昨年 45人（18.7％） 53人（22.0％） 35人（16.2％） 5人（2.1％） 1人（0.4％）

一昨年 35人（13.1％） 39人（14.6％） 22人（8.2％） 4人（1.5％） 13人（4.9％）

現時点での大学進学希望（複数回答可）
項目 国公立大学 難関私立大学 子供の意志に

任せる 私立大学 東京都市大学 今は考えていない

今年 189人（81.8％） 144人（62.3％） 73人（31.6％） 16人（6.9％） 2人（0.9％） 4人（1.7％）

昨年 175人（72.6％） 145人（60.2％） 98人（40.7％） 25人（10.4％） 10人（4.1％） 2人（0.8％）

一昨年 165人（61.6％） 129人（48.1％） 85人（31.7％） 19人（7.1％） 3人（1.1％） 4人（1.5％）

学習塾に通い始めた学年
学年 小学 1 年生 小学 2 年生 小学 3 年生 小学 4 年生 小学 5 年生 小学 6 年生

今年 10人（4.3％） 13人（5.6％） 89人（38.5％） 88人（38.1％） 24人（10.4％） 3人（1.3％）

昨年 4人（1.7％） 14人（5.8％） 92人（38.2％） 93人（38.6％） 28人（11.6％） 7人（2.9％）

一昨年 10人（4.3％） 9人（3.9％） 69人（29.9％） 98人（42.4％） 37人（16.0％） 8人（3.5％）
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山梨県

埼玉県

千葉県東京都

神奈川県

23区
43.4％

横浜市
12.5％

川崎市
17.7％

神奈川
9.1％

千葉 0.4％
埼玉 0.2％

東京市部
16.6％

12. 2022年度　通学地域集計表

埼玉県
中学生 高校生 中高計

川越 0 1 1
八潮 0 1 1
和光 0 1 1
計 0 3 3

千葉県
中学生 高校生 中高計

浦安 3 2 5
流山 1 0 1
計 4 2 6

神奈川県
中学生 高校生 中高計

相模原 31 25 56
厚木 8 3 11
海老名 6 4 10
藤沢 3 7 10
大和 12 6 18
伊勢原 2 6 8
秦野 4 4 8
座間 5 4 9
南足柄 0 1 1
小田原 1 1 2
茅ヶ崎 1 1 2
高座郡 0 1 1
計 73 63 136

川崎市
中学生 高校生 中高計

川崎 3 4 7
麻生 34 50 84
幸 7 7 14
多摩 13 10 23
中原 23 23 46
宮前 30 15 45
高津 27 18 45
計 137 127 264

横浜市　
中学生 高校生 中高計

青葉 47 47 94
旭 4 0 4
緑 6 13 19
港北 11 12 23
都筑 10 13 23
神奈川 2 3 5
泉 2 0 2
港南 0 1 1
鶴見 2 6 8
瀬谷 1 1 2
保土ケ谷 0 1 1
西 1 1 2
戸塚 0 1 1
栄 0 1 1
計 86 100 186

東京都23区
中学生 高校生 中高計

世田谷 149 176 325
目黒 19 29 48
品川 12 6 18
大田 21 21 42
港 9 8 17
中野 12 6 18
杉並 42 29 71
新宿 10 12 22
渋谷 17 12 29
墨田 1 1 2
北 1 2 3
練馬 2 4 6
葛飾 1 2 3
江東 7 1 8
中央 3 1 4
文京 4 4 8
豊島 2 1 3
足立 2 1 3
江戸川 0 4 4
板橋 2 3 5
千代田 0 2 2
台東 4 1 5
荒川 1 0 1
計 321 326 647

東京市部
中学生 高校生 中高計

調布 21 22 43
狛江 18 12 30
三鷹 7 4 11
武蔵野 5 5 10
町田 25 27 52
府中 11 5 16
多摩 17 11 28
稲城 10 8 18
昭島 0 1 1
国分寺 4 3 7
八王子 6 3 9
国立 2 1 3
日野 3 2 5
立川 3 3 6
小金井 1 0 1
小平 3 1 4
東村山 0 1 1
西東京 1 0 1
武蔵村山 0 2 2
計 137 111 248

　通学圏は広範囲　
コロナ禍で、近距離通学が増えるのではとの観測もありましたが、鉄道の混雑が緩和されていることもあり広範囲か
ら通学する生徒も多く傾向は例年と大きくは変わっていません。今春から東横線との直通運転が始まった相鉄線沿
線も利便性が高まりました。

2022年度

山梨県

埼玉県

千葉県東京都

神奈川県

23区
43.4％

横浜市
12.5％

川崎市
17.7％

神奈川
9.1％

千葉 0.4％
埼玉 0.2％

東京市部
16.6％

鉄道の混雑も緩和されています
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13. 校納金等一覧（2023年度）
●中学 1 年次にお支払いいただく費用

科　　目 手 続 時 4月 7月 10月 12月 計

納
付
金

入学金 50,000円 200,000円 250,000円

授業料 129,000円 129,000円 129,000円 129,000円 516,000円

施設設備料 150,000円 150,000円

維持料 100,000円 100,000円

預
り
金

学年費 70,000円 70,000円

図書費 1,800円 1,800円

ICT教育関係費 100,000円 100,000円

災害備蓄用品費 4,000円 4,000円

中2体験旅行積立金 20,000円 20,000円 40,000円

林間学校積立金 50,000円 50,000円

生徒会入会金 2,000円 2,000円

生徒会費 6,000円 6,000円

ＰＴＡ入会金 3,000円 3,000円

ＰＴＡ会費 10,000円 10,000円

日本スポーツ振興センター掛金 420円 420円

合　　計 50,000円 826,220円 129,000円 149,000円 149,000円 1,303,220円

＊付属高校進学の際は、あらためて入学金を納入していただきます。

●上記以外に購入していただく指定物品
学生服　冬服  （上着＋ズボン＋ワイシャツ＋ベルト）  43,450円

夏服（ズボン＋半袖ワイシャツ）13,310 円

カバン（ショルダー） 7,000 円

カバン（リュック） 9,800 円

体操着（トレシャツ） 6,930 円

体操着（トレパン） 4,730 円

体操着（半袖シャツ） 3,410 円

体操着（ハーフパンツ） 4,070 円

体育館シューズ 4,300 円

シューズ袋 300 円

白衣 2,800 円

白衣袋 350 円

●希望購入品
長袖ワイシャツ（校章入り） 3,080 円���

セーター（校章入り） 8,140 円

ポロシャツ 5,060 円

学生靴（革靴） 7,150 円

運動靴（スニーカー） 4,950 円

寄付金や学債、補習費などは一切なく、これ以外
に必要なのは、クラブ活動の部費や合宿費と、高
校の教科書代のみです。

＊カバンはショルダーかリュックのいずれかを購入。
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14. 2023年度　中学校使用教科書・副教材一覧

　英語 R は New　Treasure を使用　
文科省の検定教科書は無償配布ですが、特に前倒しのカリキュラムを組んでいる英語と数学では、オリジナルテキ
ストや家庭学習用の問題集を副読本として使用し、きめの細かい指導を行っています。また、コース制導入に伴い、
英語Rの授業ではNew　Treasureを使用しています。なお、英語の取り出し授業では、アメリカの現地校で使
用しているテキストを取り寄せ、高度な内容の授業を展開しています。

●教科書
科目 学　年 出 版 社 書　　名
国語 1 教 出 伝え合う言葉　中学国語　１
国語 2 教 出 伝え合う言葉　中学国語　２
国語 3 教 出 伝え合う言葉　中学国語　３
書写 1 教 出 中学書写　１
書写 2 教 出 中学書写　２・３
地理 1 日 新 わたしたちの中学社会　地理的分野
歴史 2 日 新 わたしたちの中学社会　歴史的分野
公民 3 日 新 わたしたちの中学社会　公民的分野
地図 1 帝 国 新編　中学校社会科地図　初訂版
数学 1 啓 林 館 未来へひろがる　数学１
数学 2 啓 林 館 未来へひろがる　数学２
数学 3 啓 林 館 未来へひろがる　数学３
理一 1 啓 林 館 未来へひろがるサイエンス　第１分野（上）
理一 2 啓 林 館 未来へひろがるサイエンス　第１分野（下）
理二 1 啓 林 館 未来へひろがるサイエンス　第２分野（上）
理二 2 啓 林 館 未来へひろがるサイエンス　第２分野（下）
音楽 1 教 芸 中学生の音楽　１
音楽 2 教 芸 中学生の音楽　２・３　下
器楽 1 教 芸 中学生の器楽
美術 1 日 文 美術　１　自由な心で
美術 2 日 文 美術　２・３　上　美を求めて
美術 2 日 文 美術　２・３　下　美術の広がり
保体 1 学 研 新・中学保健体育
技術 1 東 書 新編　新しい技術・家庭　技術分野
家庭 1 開 隆 堂 技術・家庭　家庭分野
英語 1 東 書 NEW HORIZON English Course 1
英語 2 東 書 NEW HORIZON English Course 2
英語 3 東 書 NEW HORIZON English Course 3
道徳 1 東 書 新しい道徳　１
道徳 2 東 書 新しい道徳　２
道徳 3 東 書 新しい道徳　３

※上記のほかに、高校の教科書を前倒しで使用
●副教材（中 1）
科目 書　　名 出版社

国語

新訂総合国語便覧新版七訂 第一学習社
国語スイッチ１（ノートつき・教育出版） 正進社
漢字学習ステップ４級改訂四版 漢検協会
思考の基礎力【増補版】 受験研究社
文豪へのいざない 好学出版

社会 図説地理資料　世界の諸地域NOW2023 帝国書院

代数
体系数学１（代数編） 数研出版
体系問題集数学１代数編【発展】本冊 数研出版
体系問題集数学１代数編【発展】解答編 数研出版

幾何
体系数学１（幾何編） 数研出版
体系問題集数学１幾何編【発展】本冊 数研出版
体系問題集数学１幾何編【発展】解答編 数研出版

科目 書　　名 出版社

地学
系統的に学ぶ　中学　地学 文理
中学の地学 教育開発出版

地学・科学実験 最新 理科便覧 東京都版 浜島書店
英G English Search Ⅰ 教育開発出版
英C Time Zones Student Book Combo Split 1A Cengage Learning

英R

NEW TREASURE ENGLISH SERIES STAGE 1 Z会出版
NEW TREASURE ENGLISH SERIES WORKBOOK STAGE 1 Z会出版
NEW TREASURE ENGLISH SERIES Penmanship Z会出版
NEW TREASURE ENGLISH SERIES STAGE 1 CDs for Students Z会出版
New Treasure English Series Stage 1　文法問題集 Z会出版
エースクラウン英和辞典　第3版［小型版］ 三省堂

保健体育 ActiveSports 大修館書店
音楽 音楽のハーモニー１ 正進社
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15. 夏期・冬期・春期講習　開講講座（学年別）

学年 教科 講座名

夏
　
　
期

中1 英語 英語基礎

中 1 英語 英語応用（Ⅱ類）

中 1 英語 英語応用（Ⅰ類）

中 1 英語 英語取り出し

中 1 数学 数学基礎

中 1 数学 数学応用（Ⅱ類）

中 1 数学 数学応用（Ⅰ類）

中 2 英語 英語基礎

中 2 英語 英語応用

中 2 英語 英語取り出し

中 2 数学 数学基礎

中 2 数学 数学応用

中 2 国語 国語基礎

中 3 英語 英語基礎

中 3 英語 英語応用

中 3 英語 英語取り出し

中 3 数学 数学基礎

中 3 数学 数学応用

高 1 英語 共通テスト英語①

高 1 英語 共通テスト英語②

高 1 英語 英語中級

高 1 英語 英語基礎講座

高 1 英語 英語取り出し

高 1 数学 数学基礎

高 1 数学 数学応用

高 1 国語 現代文模試対策①

高 1 国語 古典模試対策①

高 1 国語 古典文法①

高 1 国語 現代文模試対策②

高 1 国語 古典模試対策②

高 1 国語 古典文法②

高 1 理科 化学基礎①

高 1 理科 化学基礎②

高 2 英語 英語総合（映像配信）

高 2 英語 難関英語（映像配信）

高 2 数学 数学応用（映像配信）

高 2 数学 数学応用

高 2 国語 現代文演習

高 2 国語 古典演習Ⅰ（国立）

高 2 国語 古典演習Ⅱ（私立）

高 2 理科 物理標準（理系）

高 2 理科 物理応用（理系）

高 2 理科 化学基礎（理系）①②

高 2 理科 生物基礎

学年 教科 講座名

夏
　
　
期

高2･3 英語 東大英語

高 3 英語 英語応用

高 3 数学 東大理系

高 3 数学 数学Ⅲ応用①

高 3 数学 数学Ⅲ応用②

高 3 数学 難関文系数学

高 3 国語 現代文記述

高 3 国語 古典記述

高 3 国語 共通テスト対策【現代文】

高 3 国語 共通テスト対策【古文】

高 3 国語 共通テスト対策【漢文】

高 3 社会 地理共通テスト演習（文理共通）

高 3 社会 地理論述演習（文系）

高 3 社会 理系日本史演習

高 3 理科 理系生物

高 3 理科 物理標準（理系）

高 3 理科 物理応用（理系）

高 3 理科 化学 1000 問

高 3 理科 化学 2倍速

冬
　
　
期

中1 英語 取り出し

中 1 英語 英語応用

中 1 英語 英語基礎

中 1 数学 数学応用

中 1 数学 数学基礎

中 2 英語 英語基礎

中 2 英語 取り出し

中 2 英語 英語応用

中 2 数学 数学応用

中 2 数学 数学基礎

中 3 英語 英語応用

中 3 英語 英語基礎

中 3 数学 数学応用

高 1 国語 現代文模試対策Ⅱ

高 1 国語 古典模試対策Ⅱ

高 1 英語 共通テスト英語

高 1 英語 中級読解

高 1 英語 英検 2級

高 1 英語 取り出し

高 1 英語 共通テスト英語

高 1 数学 数学入試

高 1 数学 数学基礎

高 1 理科 化学基礎

高 2 国語 現代文演習

学年 教科 講座名

冬
　
　
期

高2 国語 古典演習

高 2 英語 共通テスト演習

高 2 英語 難関大学英語

高 2 数学 数学応用文理

高 2 数学 数学応用数Ⅲ理系

高 2 理科 物理（理系）

高 2 理科 化学基礎（理系）

高 2 理科 理系生物

高 3 国語 現代文記述

高 3 国語 古典記述

高 3 国語 共通テスト対策【現代文】

高 3 国語 共通テスト対策【古文】

高 3 国語 共通テスト対策【漢文】

高 3 社会 文系日本史演習（国私共通）

高 3 社会 世界史演習（国公立論述演習）

高 3 社会 世界史演習（私立・共通テスト演習）

高 3 社会 論述地理演習

高 3 社会 共通テスト地理演習

高 3 社会 理系日本史演習

高 3 数学 共通テストⅡB

高 3 数学 東大東工大数Ⅲ①

高 3 数学 共通テスト数学ⅠA

高 3 理科 共通テスト化学①

高 3 理科 共通テスト化学②

高 3 理科 文系共通テスト地学基礎

高 3 理科 理系生物演習

高 3 理科 共通テスト物理

高 3 英語 共通テストリスニング

高 3 英語 共通テスト英語R

春
　
　
期

中1 英語 基礎

中 1 英語 応用

中 2 英語 基礎

中 2 英語 応用

中 3 英語 基礎

中 3 英語 応用

高 1 英語 基礎

高 1 英語 応用

高 1 理科 化学基礎

高 2 英語 応用

高 2 理科 化学基礎（理系）

※①・②は別内容、別講座を表します。
※�高校生は夏休み中に、希望者を対象に5泊6日（高1の
み3泊4日）の学習合宿を実施します。
※開講される講座は、年度によって異なります。

　放課後に加え、休業中の講習や合宿も　
平常の放課後と同様に、生徒の学力や進路希望に応じて基礎補習と応用講座を開設。このほかに高校では夏休みを
利用して5泊6日（高1は3泊4日）の学習合宿が行われています。
2021 年度と2022 年度はコロナ禍のため、学習合宿を中止しましたが、昨年は下記のような講座を開講していま
す。
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17. 中学生検定取得率 

英検（2022年度　第3回まで）

中1 中2 中3

1級 1.9％ 0.8％ 1.7％

準1級 8.3％ 8.2％ 9.3％

2級 16.6％ 15.2％ 35.0％

準2級 20.4％ 32.4％ 87.3％

3級 47.2％ 94.7％ 98.7％

漢検（2022年度　第3回まで）

中1 中2 中3

2級 0.8% 0.8%

準2級 4.0% 50.8%

3級 7.3% 77.8% 87.5%

4級 92.7% 96.0% 92.5%

16. 高2　ベネッセ模試　結果　2023年1月実施

◆全体概況

国数英 国語 数学 B 英語

偏差値 偏差値 偏差値 偏差値

全体 66.6 60.5 64.6 65.0

Ⅰ類 58.6 56.0 58.0 58.2

Ⅱ類 70.8 63.7 69.8 70.9

　帰国生の影響は国内生にも　
英語力の高い帰国生の影響を受けて、国内生の英語に対するモチベーションが大きくアップしており、英検合格率
も高くなっています。3 学期に実施されたニュージーランドの3ヵ月ターム留学に参加した中 3 生 42 名は、2月に
実施された第 3 回英検・漢検を受験できませんでした。中 3 生の数値はその影響を受けています。

　在校生にさらなる期待が　
上記のデータは、中高一貫校が在校生の学力を定点観測するために受験している模擬試験の結果です。前年の
データと比べると3 教科合計は学年全体で1.0ポイントの向上、Ⅱ類だけを見ると1.4ポイントの向上となり先取り
カリキュラムとコース別授業のメリットを生かし、着実に学力をつけていることが分かります。
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　多種多様なクラブ・高い加入率　
本校では、「勉強もクラブも100対100」という先輩の言葉を励みに、多くの生徒がクラブ活動を楽しんでいます。
活動日は原則週3回。中高合わせて28種類の運動部、文化部があり、加入率は中学94％、高1高2 91％です。
2022年度も、コロナ禍により活動を縮小したり、大会が中止となるなどの影響がありましたが、各クラブとも制
約のなかでも工夫しながら活動できました。

18. 2022年度　クラブ所属部員数（中学・高校）
Ⅰ  部活動
【運動部】

部活動名
部員数（中学） 部員数（高校）

1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計
アメリカンフットボール部 10 3 12 25
アイスホッケー部 1 3 3 7 8 1 7 16
競技スキー部 8 5 6 19 5 1 3 9
剣道部 3 6 2 11 4 0 5 9
硬式野球部 9 12 14 35 8 7 6 21
ゴルフ部 4 6 3 13 5 9 0 14
サッカー部 23 27 24 74 34 15 12 61
少林寺拳法部 4 9 0 13 5 12 5 22
自転車部 4 9 0 13
柔道部 2 2 4 8 9 8 1 18
水泳部 7 6 5 18 11 5 5 21
卓球部 14 15 10 39 8 0 8 16
テニス部 12 6 11 29 15 8 9 32
ハンドボール部 15 12 4 31
バスケットボール部 29 9 0 38 8 9 7 24
バドミントン部 21 30 20 71 17 10 0 27
軟式野球部 4 6 4 14 4 6 4 14
陸上競技部 9 7 11 27 5 6 2 13

【文化部】

部活動名
部員数（中学） 部員数（高校）

1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計
エレクトロニクス研究部 22 6 0 28 8 5 4 17
軽音楽部 3 5 16 24
将棋部 7 1 1 9 9 16 0 25
自動車部 15 5 6 26 2 4 6 12
吹奏楽部 17 9 17 43 18 15 13 46
生物研究部 10 10 12 32 0 3 6 9
鉄道研究部 15 22 11 48 8 3 5 16
天文部 3 9 4 16 3 14 1 18
美術部 1 1 1 3 5 6 6 17
マルチメディア研究部 10 7 21 38 9 6 3 18
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19. 2022年度　クラブ活動・教科活動主要実績一覧

【中学】
クラブ名 大会名（主催者名） 成績

サッカー部 東京都サッカー選手権大会 ベスト8
世田谷区中学校新人サッカー大会 優勝（支部大会出場・都大会出場ベスト32）

水泳部 世田谷区学年別水泳大会 1年男子50M自由形1位、1年男子50Mバタフライ2
位、2年男子50Mバタフライ3位、1年男子100Mフ
リーリレー2位

卓球部 第33回東京カデット卓球大会 男子14歳以下の部Cクラス2組優勝
第8支部夏季卓球大会 中学男子シングルス
第8支部夏季卓球大会 中学男子団体優勝、ダブルス優勝、2位、3位
第40回第8支部新人卓球大会 中学男子団体優勝、シングルス優勝、2位、3位
世田谷区新人卓球大会団体戦 中学男子団体5位（都大会出場ベスト32）

バスケットボール部 第8支部大会 3位
バドミントン部 令和4年度世田谷区中学校バドミントン新人大会 男子団体4位［東京都支部（Aブロック）大会出場]、シ

ングルス2位［東京都支部（Aブロック）大会出場]、ダ
ブルス5位

令和4年度東京都Aブロック中学校バドミントン新人大会 男子シングルス優勝、都大会出場
令和4年度東京都中学校バドミントン新人大会 男子シングルス5位
第7回世田谷区バドミントン中学1年生大会 男子シングルス優勝、3位、ダブルス3位

陸上競技部 世田谷区夏季陸上競技大会 共通男子110mハードル1位、共通男子走高跳1位、3
位、低学年4×100mリレー2位

東京都ジュニア陸上競技大会 共通男子円盤投
東京都私立陸上競技大会 共通男子110mハードル3位、共通男子走高跳3位、共

通男子砲丸投6位、1年100m8位
世田谷区区民大会 中学男子砲丸投げ
世田谷区中学校対抗陸上競技大会 共通男子110mハードル優勝、共通男子走高跳び優勝、

共通男子4×100mリレー優勝、学校対抗男子総合3位
第61回東京都ロードレース区部大会 1年男子3km8位

少林寺拳法部 東京都中学校少林寺拳法大会 男子団体演武の部・第4位（全国中学大会出場）

【高校】
クラブ名 大会名（主催者名） 成績

アイスホッケー部 特別国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会（少年の部） 男子団体5位
卓球部 第40回第8支部新人卓球大会 高校男子団体3位
陸上競技部 東京都私立陸上競技大会 高校男子5000m5位

世田谷区区民大会 高校男子1500m優勝
東京都新人陸上競技大会4支部予選 男子5000m8位、男子円盤投げ4位（ともに都大会出場）

少林寺拳法部 東京都高等学校総合体育大会少林寺拳法大会 男子団体演武の部・3位（関東高校大会出場）
男子組演武の部・第4位、第5位（関東高校大会出場）

【文化部・個人】
クラブ名 大会名（主催者名） 成績

高2（文系）情報デザイン 第13回トゥワイス・アウォード 全国大会 人間ドキュメンタリーワーク部門優秀賞
高校生物研究部 第55回生物研究の集い ラボラトリー賞
高校マルチメディア
研究部

WRO Japan 2022 東京高校生予選会 ミドル部門2位（全国決勝大会へ出場）
WRO 2022 Japan 決勝大会 in 浜松 ROBO MISSION ミドル競技 シニア部門優勝
第22回日本情報オリンピック予選 敢闘賞

個人 第22回日本情報オリンピック予選 敢闘賞
中学自動車部 本田宗一郎杯 Honda エコ マイレッジ チャレンジ 2022 

第41回 全国大会
グループⅠ（中学生クラス）優勝

中学マルチメディア研究部 第22回日本情報オリンピック予選 優秀賞、本選へ出場
中学マルチメディア研究部 第22回日本情報オリンピック本選 敢闘賞
中高吹奏楽部 東京都高等学校吹奏楽コンクール 東日本組金賞（東日本大会選考会へ出場）
中高吹奏楽部 第46回東京都高等学校アンサンブルコンテスト 木管3重奏金賞

　自動車部全国制覇など制約の中でも活躍　
今年度もコロナ禍の影響で、活動を制限した場面もありました。多くのクラブが感染対策を徹底して、限られた場
を生かし、活躍しました。
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20. 2023年度　大学合格実績一覧

◎ 国公立大学

大学名
2023 年度合格者数

現役 既卒 合計

大阪大学 2 0 2

京都大学 0 1 1

群馬大学 3 0 3

国際教養大学 1 1 2

埼玉大学 0 1 1

千葉大学 1 0 1

電気通信大学 5 3 8

東京大学 7 0 7

東京医科歯科大学 2 0 2

東京外国語大学 2 1 3

東京工業大学 8 2 10

東京都立大学 2 2 4

東京農工大学 3 2 5

東北大学 1 0 1

長崎大学 2 0 2

名古屋大学 0 1 1

名古屋市立大学 1 1 2

一橋大学 8 1 9

北海道大学 8 0 8

山梨大学 1 0 1

横浜国立大学 4 1 5

横浜市立大学 1 0 1

合計 62 17 79

　現役生の約64％が難関大学へ進学　
今春卒業した高校 70 期生は、東大 7 名、一橋大 8 名、東工大 8 名など多数が難関大学に現役合格をしました。ま
た、右下のグラフは現役生の進学者実数のデータです。現役生の約 64％が、国公立大・早慶上理・GMARCH・
私大医学部に進学しました。医学部医学科への進学者数は、国公立大5名、私立大10名の合わせて15名となり、
医学部進学者が年々増加しています。

◎ 私立大学

大学名
2023 年度合格者数

現役 既卒 合計

青山学院大学 21 8 29

麻布大学 2 0 2

岩手医科大学 0 1 1

桜美林大学 0 1 1

学習院大学 2 2 4

神奈川大学 1 0 1

関西学院大学 2 7 9

神田外語大学 2 0 2

北里大学 3 0 3

杏林大学 4 0 4

近畿大学 1 0 1

慶應義塾大学 54 5 59

工学院大学 4 2 6

國學院大学 5 3 8

国際医療福祉大学 4 1 5

国士舘大学 3 1 4

駒澤大学 11 3 14

埼玉医科大学 1 0 1

産業能率大学 0 1 1

芝浦工業大学 24 4 28

順天堂大学 5 1 6

上智大学 32 9 41

昭和大学 3 0 3

大学名
2023 年度合格者数

現役 既卒 合計

昭和薬科大学 1 0 1

成蹊大学 3 1 4

成城大学 3 0 3

聖マリアンナ医科大学 0 1 1

専修大学 6 5 11

大正大学 0 1 1

大東文化大学 1 0 1

玉川大学 0 1 1

多摩美術大学 0 1 1

千葉工業大学 4 0 4

中央大学 39 16 55

中京大学 1 0 1

帝京大学 1 1 2

帝京平成大学 1 0 1

東海大学 6 1 7

東京医科大学 2 0 2

東京工芸大学大学 4 0 4

東京歯科大学 2 0 2

東京慈恵会医科大学 3 0 3

東京造形大学 8 0 8

東京電機大学 2 1 3

東京都市大学 17 2 19

東京農業大学 4 2 6

大学名
2023 年度合格者数

現役 既卒 合計

東京薬科大学 1 0 1

東京理科大学 76 5 81

同志社大学 1 0 1

東邦大学 2 0 2

東洋大学 6 11 17

日本大学 26 8 34

日本医科大学 2 0 2

法政大学 31 11 42

星薬科大学 3 1 4

武蔵大学 6 0 6

武蔵野大学 0 2 2

明治大学 93 24 117

明治学院大学 6 1 7

明星大学 2 0 2

立教大学 25 11 36

立正大学 1 0 1

立命館大学 1 1 2

立命館アジア太平洋大学 4 0 4

早稲田大学 59 7 66

合計 637 164 801

最難関国公立大への現役合格者数（過去 3 年間）
（人）

2022年 2023年2021年

3大学合計一橋大東京大 東工大
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旧帝一工国医
37名（16％）

他国公立大
17名（7％）

早慶
36名（16％）

上理　15名（7％）

GMARCH
32名（14％）私大医

10名（4％）

都市大
4名（2％）

他私大
21名（9％）

浪人
56名（25％）

高校 70 期進学状況（卒業生数 228 名）
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21. 2022年度　指定校推薦主要大学

大 学 名 学　部 学　科 人数

青山学院大学 理工学部 電気電子工学科 1名

学習院大学
理学部 数学科 2名

経済学部 経済学科 1名

北里大学 薬学部 生命創薬 1名

工学院大学

先進工学部 4名

建築学部 2名

工学部 3名

情報学部 2名

上智大学
理工学部

物質生命理工学科 1名

機能創造理工学科 1名

情報理工学科 1名

法学部 地球環境法学科 1名

芝浦工業大学 全学部 全学科 各学科1名

昭和薬科大学 薬学部 ＊薬学6年制 1名

信州大学 経法学部 応用経済学科・総合法律学科

成蹊大学 理工学部 1名

中央大学

商学部 学科指定なし 1名

総合政策学部 学科指定なし 1名

経済学部 学科指定なし 1名

理工学部 人間総合理工学科 1名

東海大学

情報通信学部 情報通信学科 1名

法学部 法律学科 1名

工学部 機械システム工学科 1名

東京都立大学 都市環境 都市基盤環境 1名

東京薬科大学
薬学部（男子部） ＊6年制課程 2名

生命科学部 2名

東京理科大学

工学部 電気工学科 1名

先進工学部

マテリアル創成工学科 1名

生命システム工学科 1名

機能デザイン工学科 1名

理学部第一学部
（A類） 化学科 1名

経営学部
ビジネスエコノミクス学科 1名

国際デザイン経営学科 1名

理学部第一部
（B類）

数学科・物理学科・化学科・応
用数学科・応用化学科 1名

創域理工学部 生命生物科学科 1名

薬学部 生命創薬科学科 1名

東京理科大学 理学部第二部

数学科 1名

物理学科 1名

化学科 1名

大 学 名 学　部 学　科 人数

同志社大学 商学部 商学総合コース 1名

東邦大学 理学部

生物学科 1名

生物分子科学科 1名

物理学科 1名

情報科学科 2名

生命圏環境科学科 1名

日本大学

法学部 1名

生産工学部
（千葉県習志野市） 1名

文理学部
数学科 1名

英文学科 1名

松戸歯学部 若干名

法政大学 理工学部 機械工学科航空操縦学専修を除
く全学科 1名

武蔵大学
人文学部 ヨーロッパ文化学科 1名

国際教養学部 国際教養学科経済経営学専攻 1名

明治大学 総合数理学部 ネットワークデザイン学科 1名

明治学院大学

経済学部
国際経営学科 1名

経済学科 1名

法学部 法律学科 1名

文学部 フランス文学科

全体1名

経済学部 経済学科

社会学部 社会福祉学科

法学部

法律学科

消費情報環境法学科

政治学科

社会学部

スポーツ枠法学部

文学部

明治薬科大学 薬学部
薬学科（6年制） 1名

生命創薬学科（4年制） 1名

横浜市立大学 国際商学部 国際商学科 1名

早稲田大学

創造理工学部 総合機械工学科 1名

基幹理工学部 学系Ⅱ 1名

商学部 1名

文化構想学部 1名

文学部 1名

　指定校推薦枠の総数は 300 名以上　
例年、多くの有名大学から指定校枠をいただいており、近年では医歯薬系の枠が増えています。しかしながら、
指定校推薦の希望者が募集枠に達するのは早稲田大学などごく一部の大学のみで、他大学については定員に達し
ない状況が続いています。
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22. 2023年度　学校説明会・行事日程

23. 2024年度　中学入学試験要項（概要）　

1. 日程と募集人員
帰国生入試 グローバル入試 第1回 第2回 第3回 第4回

試験日 1月6日（金）午前 2月3日（金）午前 2月1日（水）午前 2月1日（水）午後 2月3日（金）午前 2月5日（日）午前

募集
人員

Ⅱ類
若干名

若干名 約10名 約40名 約20名 約10名

Ⅰ類 若干名 約40名 約60名 約40名 約20名

試験科目

［A方式］
国語・算数・英語
［B方式］
（2科型）国語・算数
（4科型）国語・算数・社会・理科

国語・算数・
英語

国語・算数・
社会・理科

国語・算数 国語・算数・社会・理科

※配点や時間の詳細は6月下旬に発表予定です。

○学校説明会
　　6/17（土）、9/9（土）　14：00～16：30　（個別相談＋校内見学を含みます）
○イブニング説明会
　　7/19（水）　18：30～20：00　（個別相談＋校内見学を含みます）
○帰国生＆グローバル入試説明会
　　7/28（金）、10/7（土）　詳細はホームページで発表いたします
○入試説明会
　　11/19（日）　10：00～12：30　（個別相談＋校内見学を含みます）
○ミニ説明会
　　5/6（土）、5/27（土）、10/14（土）、12/2（土）、1/13（土）　10：00～11：30
○ミニ見学会
　　7/21（金）〜7/29（土）、3/25（月）〜3/30（土）
○柏苑祭（文化祭）
　　9/30（土）、10/1（日）

※学校説明会は学校生活、入試説明会は入試関連の話題が中心になります。
※すべての説明会で帰国生＆グローバル入試説明会を行います。
○個別見学（予約必要）　随時実施
○�説明会の予約は、開催の1ヶ月前に学校ホームページ（https://www.tcu-jsh.ed.jp/）でご案内いたしますので、ご覧の

上お申し込みください。
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24. 2023年度　中学入試問題　出題のねらい・講評と難易度
● 2023 年度　中学入試　第 1 回　国語　設問別得点率　

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 a 86% 93% 論説文の中に中国の説話や日本
の短歌や俳句など様々なジャン
ルの文章が登場し、それらをあ
わせ読むことによって論旨を追
う必要がある本文である。様々
なジャンルの文章を普段から読
んでいるかどうかを問うた。
またテーマが「時間」という抽
象度の高いものであるので、受
験生にとっては読み取りづらい
と思われる。
漢字の問題は誰でも知っている
字であって、語彙が問われるよ
うに出題している。

問3・問6・問7は文章の構造
を問う設問、問9は本文の主旨
を問う設問であった。
問2はここ数年頻出の脱文（段
落）挿入の問題。本校志望の受
験生には慣れておいてほしい。
合不合格の差が開いた問7や問
9は本文の論理、主旨など本文
自体が読めたかどうかを問う問
題であった。
記述問題はレベルを高く設定し
ておらず、選択問題や書き抜き
問題であれば誰でも答えられそ
うな内容を質問している。諦め
ずポイントを見つけ、丁寧に書
いてほしい。

b 81% 86%

c 71% 80%

d 10% 17%

問 2 40% 51%

問 3 64% 68%

問 4 11% 14%

問 5 （1） 35% 44%

（2） 6% 7%

問 6 35% 41%

問 7 23% 33%

問 8 29% 26%

問 9 39% 55%

2

問 1 A 54% 70% 登場人物のセリフ・しぐさなど
をもとに心情を読み解く題材を
用意した。文章が少々長めで
あったが、学校や自宅での出来
事を描いた内容なので、読みづ
らさは感じなかったと思う。読
みやすいからといって、雑に読
んでしまうと思わぬ読み間違い
を起こしてしまう。正確に読み
取る必要があるものを出題し
た。

語句の意味を問う問題の正答率
が低かった。普段の学習では、
辞書を活用し、自分の語彙力を
鍛えてほしい。
問9・問10は抜き出しの問題
になっている。問題文を丁寧に
読み、何が求められているのか
を把握することが重要である。
普段の学習でも問題文を丁寧に
読む練習を積み重ねてほしい。

B 44% 51%
問 2 81% 81%
問 3 85% 86%
問 4 54% 65%
問 5 71% 78%
問 6 75% 77%
問 7 80% 86%
問 8 69% 84%
問 9 64% 77%
問 10 63% 69%

3

問 1 64% 62% 詩の出題は本校の特色の一つで
ある。今回の詩は比喩的な表現
が多いので、問いを考えていく
ことで、詩の意味がわかるよう
な出題とした。
基本的な問いが中心である。

全体的に正答率が高くなった
が、過去問の学習から詩につい
ての基本的な知識や読み方をつ
かんでいることがうかがえる。
問1では合格者の得点率が全受
験者を下回っているが、選択式
の宿命で偶然正解したケースが
多いものと思われる。

問 2 67% 70%

問 3 81% 88%

問 4 82% 86%

問 5 59% 69%

4

① 94% 98% 熟語の構成を考えさせる問題で
ある。語の成り立ちを理解する
ことで、その語の意味が明らか
になる。漢字に対する苦手意識
を解消するためにも欠くことの
できない知識である。

それぞれのグループは、①似た
意味の語を並べた熟語。②動詞
＋目的語。③修飾＋被修飾。④
否定語＋否定される語。⑤接尾
語を含む熟語である。⑤の3は
主語＋述語。

② 95% 98%

③ 81% 91%

④ 91% 95%

⑤ 52% 62%
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● 2023 年度　中学入試　第 1 回　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 86% 91% 基本的な計算力と、特殊算の基
本的な力があるかを確かめる小
問集合。四則演算、単位換算、
特殊算、速さ、数の性質、図形
（平面・立体）の計量を出題した。
種々の問題を速く正確に処理す
る能力を問うものである。

問6と問8以外は基本的な力を
見るもので解きやすい問題が多
かったせいか、全体的に高い得
点率であった。問6の数の性質
の問題は、場合分けによる数え
上げの間違いのため、また問8
の回転体の体積の問題は計算ミ
スのため、ともに得点率が他の
問題より低かった。

問 2 77% 90%
問 3 90% 96%
問 4 82% 93%
問 5 90% 93%
問 6 21% 35%
問 7 90% 98%
問 8 33% 52%

2

問 1 69% 88%

本校では特徴的な平面図形と比
を絡めた標準的な問題である。
問1は補助線を引き、相似な三
角形から線分比をそろえて比を
求める基本問題。問2は問1の
結果を利用し、線分比から三角
形の面積比を求めて、そこから
四角形の面積比を導く問題であ
る。

問1の得点率は高かった。問2
は問1を利用し、いくつかの図
形の面積比を丁寧に調べていく
問題であり、問1と連動してい
るため予想より低い得点率と
なった。合格者との得点率に開
きがあり、合格のためには落と
せない問題であった。

問 2 36% 63%

3

問 1 69% 87%

調査からの割合の問題。問題文
を正確に把握し、問われている
ものが全体の何割かを適切に読
み取れるかを問う問題である。
調査内容の問題文が複雑である
ために、正確に人数比をそろえ
て表にまとめられるかがポイン
トである。

問題文から、地域AとBそれぞ
れに対して、「はい」と「いいえ」
の人数の全体に対しての割合を
表にまとめることができるかど
うかで正解・不正解が分かれた。
問2は問1の結果から容易に求
められる。問題文を忠実に考え
て整理し、正しく表を作ること
が大事であった。

問 2 38% 65%

4

問 1 69% 86%
数の規則性をテーマにした碁石
を並べる問題で、基礎的な問題
と難易度の高い問題が交じって
いる。規則性を導き、正しく計
算できるかがポイントとなる問
題である。

問1と問2は、数の規則から数
の和を求める基本問題であり、
規則性を導き、正しく計算し高
い得点率であった。問3は問題
文から規則を見出すことが難し
く、低い得点率となった。問1
と問2を確実に得点できるかが
合否のカギになった。

問 2 74% 85%

問 3 4% 9%

5

問 1 47% 59%
立方体の切り口の図を考える問
題と、切り口以外の面の面積や、
立方体を2つに分けたときの2
つの立体の体積の比を求める問
題。正しい切り口を理解し、相
似比などを利用して解く思考力
の高い問題である。

問1は切り口の問題としては標
準的な問題であったが、正しい
切り口を理解できていない受験
生が多かった。問2と問3は、
正しい切り口が理解していない
と、解けない問題であったため、
残り時間で正確に解ける受験生
は少なく、得点率は低かった。

問 2 7% 14%

問 3 1% 4%
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● 2023 年度　中学入試　第 1 回　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

 問 1 1 78% 81% 資源価格の高騰により、クリー
ンエネルギーへの注目が高まっ
ている。時事的テーマに対する
受験生の関心度をはかることを
ねらいとした。

日ごろよりニュース報道に関心
を持って接しているかどうかを
はかる出題（問1・問5（1））の
正答率が低かった。学習内容の
暗記ではなく、理解を掘り下げ
る学習を心がけてほしい。

2 20% 31%
3 16% 11%
4 2% 5%

問 2 54% 46%
問 3 54% 59%
問 4 16% 19%
問 5 （1） 14% 16%

（2） 98% 98%
問 6 69% 88%
問 7 45% 53%
問 8 30% 36%

2

問 1 （1） 79% 86% 歴史分野をある程度の時代ごと
に区切って、基本事項とその時
代の特長などを正誤文や書き取
りで出題した。書き問題はある
程度、過去問を解いていれば似
たような問題にあたることも想
定している。

問1（1）は手法は変えているも
のの、世紀と年代の理解をしっ
かりしているかを確認してい
る。問6は予想以上に低い得点
率となった。1の選択肢が原因
と考えられる。逆に問10の受
験生が苦手とする戦前の整序問
題は予想以上に高い得点率と
なった。得点率60％以上の設
問は確実に正解しておきたい。

（2） 48% 69%
問 2 58% 72%
問 3 44% 51%
問 4 90% 95%
問 5 87% 95%
問 6 9% 15%
問 7 （1） 91% 100%

（2） 17% 21%
問 8 （1） 66% 80%

（2） 47% 62%
問 9 27% 37%
問 10 74% 80%

3

問 1 46% 52% 時事問題を学習内容と結びつけ
る習慣と社会事象に対する興味
関心が解答に結びつくような出
題を意図とした。単に知識・用
語の暗記ではなく様々な要因を
多角的に考察する素養を求め
た。

得点率は6割となった。問6～
8の用語問題では9割を超える
正答率であった半面、日頃の興
味関心を求められた問いでは低
いものもあった。「なぜ」を意
識した学習を大切にして欲し
い。

問 2 40% 52%
問 3 88% 91%
問 4 10% 6%
問 5 56% 68%
問 6 95% 96%
問 7 88% 96%
問 8 90% 93%
問 9 91% 99%
問 10 87% 95%
問 11 24% 17%
問 12 53% 67%
問 13 83% 90%
問 14 42% 43%
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● 2023 年度　中学入試　第 1 回　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 63% 72% 植生の遷移についての理解を求
める問題を出題した。知識問題
だけでなく、考察問題や計算問
題、文章の読み取り問題などを
満遍なく出題した。

知識問題（問2、問5）はすべて
答える問題で平均点が低くなっ
た。
想像する問題（問1、問3、問4）
として出題した3問は情景や遷
移の手順を想像しながら解く必
要があるが、合格者と不合格者
に大きく差が見られなかったよ
うに感じられる。
読み解く問題（問6）に関して、
合格者は初見の知識に対して
しっかりと読解して解けてい
た。

問 2 73% 79%

問 3 57% 62%

問 4 63% 67%

問 5 24% 40%

問 6 ア 87% 93%

イ 78% 89%

ウ 63% 75%

エ 67% 77%

2

問 1 58% 67% 日本は代表的な火山国である。
火山活動によって地表がどのよ
うに変わるのか。山肌に現れて
いる岩盤はどのようになってい
るのか。それはどのような種類
の岩石だろうか。これらについ
て、基本的な知識が身について
いるか、与えられた情報から簡
単な計算ができるかどうかを問
う問題である。

単純な知識・計算問題に対して
は、よく出来ている。問4・問
5のように、授業などで、直接
習った内容ではない問題に対し
ては、類推したり、選択肢の消
去法で解くことを期待していた
が、受験生には難しかったよう
だ。

問 2 73% 73%

問 3 81% 90%

問 4 23% 27%

問 5 （1） 31% 38%

（2） 61% 74%

3

問 1 71% 65% もののとけ方についての基本的
な知識を問うとともに、実験操
作に関して深く考察する姿勢を
問うている。なじみのない内容
であったとしても、リード文を
よく読むことで、理解しながら
解答してもらいたい。

中学入試で定番とされる問題に
ついては、正答率が高かった。
しかし、実験したときに気づい
たことなどからさまざまに考察
をすることができないと解けな
いような問題については正答率
が低かった。問題演習を積むこ
とは重要であるが、それだけで
はなく、授業を通して理科的に
考える力を養うことの重要性も
感じてもらいたいものである。

問 2 98% 98%

問 3 81% 91%

問 4 68% 74%

問 5 55% 68%

問 6 52% 65%

4

問 1 73% 79% 浮きに働く浮力を考えて、ばね
の伸びを求めることができる
か。また、容器内の水の体積を
求めることができるか。計算力
も必要であるが、浮力と浮きの
沈んでいる部分の体積の関係を
考えれば簡単に求めることがで
きる。

浮力も含め、単純なばねの伸び
縮みの計算はよくできていた
が、それを踏まえての容器内の
水の体積の計算のできがよくな
かった。浮力と浮きの水中部分
の体積の関係をよく考え、想像
力を働かせてしっかり解答した
い。

問 2 74% 89%

問 3 62% 83%

問 4 38% 58%

問 5 57% 78%

問 6 26% 46%

問 7 29% 44%
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● 2023 年度　中学入試　第 2 回　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 a 28% 37% 漢字の書き取りでは、漢字は単
純だが語彙としては受験生に
とって耳慣れないものを選ん
だ。読解問題については近年の
受験生のレベルの向上に合わ
せ、文章の内容からグラフを作
らせる問題や、レ点の法則＝
習っていないものをその場で理
解し応用する問題も出題した。

問1a・cや問5の正答率が低く
なったのは、受験生の語彙の少
なさを示しているだろう。択一
問題の選択肢の差別化も結局は
語彙に基づいて行うわけだか
ら、しっかりと言葉の意味を身
につけてもらいたい。ただし、
覚えるだけの学習ではなく、そ
れを使う・応用する学習をする
ことで、問9のような問題に対
応できるようになってほしい。

b 68% 77%
c 50% 59%
d 89% 96%

問 2 93% 97%
問 3 46% 54%
問 4 80% 89%
問 5 66% 75%
問 6 89% 95%
問 7 85% 91%
問 8 54% 64%
問 9 27% 38%

2

問 1 A 45% 46% 人知れぬ家族の悲しみを一人
で背負った母と、その涙を見
た「私」の心情を読み取る問題。
劇的な展開がある小説ではない
が、読む人の心を打つ。では、
どこが心を打つのか。それを共
有するためのことば、すなわち
設問のことばがわかるかどうか
が重要である。

本文も設問もやや難しい語句が
使われているが、結果を見ると
わかる人にはわかってもらえた
ようだ。問題の難易度は妥当
だったと思う。問1語句の問題
は、辞書的な意味から逸れると
正解にはならない。ふだんから
辞書を使う習慣を身につけてほ
しい。

B 87% 92%
C 53% 52%

問 2 54% 60%
問 3 63% 73%
問 4 47% 57%
問 5 54% 63%
問 6 55% 68%
問 7 61% 67%
問 8 66% 75%

3

問 1 51% 58%
現代を代表する詩人が新聞に書
き下ろした詩。受験生にとって
難度は高いと思うが、理解や共
感できる部分は少なからずある
はずで、そこから選択肢をヒン
トに考えてほしかった。詩を読
むうえで表現技法の理解は必
須。まずはひと通りの技法をお
さえたい。それができたら技法
を手がかりに読むことに挑戦し
よう。この詩の最後2行は対句
なので「詩」と「数式」を比較し
ている。この2つの共通点を考
えることで詩が近づいてくる。

全体を通して問1の正答率が高
くない。表現技法の理解は詩の
読解の第一歩。今回の正解「対
句」はおさえておきたい。問4
と問5は詩全体をふまえて考え
る。人間の身体でとらえられる
ものには限界があり、それを超
えるためには科学が必要。人間
の身体から発する言葉はすぐに
消えてしまうが、すぐれた詩は
作者の生命を超えて生き残る。
このように永遠や無限を目指す
ことを詩人は「心の貪欲」とし
ている。

問 2 47% 58%

問 3 67% 71%

問 4 56% 62%

問 5 35% 37%

4

問 1 ① 25% 34% 漢字の成り立ちや部首に関する
問い。本校の入試問題では定番
のものである。漢字に苦手意識
を持つ受験生に対して、いかに
効率的に学習するか意識させる
ことをねらいとした。

②「果」③「辺」は難問と予測し
ていたが、③がここまで正答率
が低くなるとは予想外であっ
た。部首「しんにょう」の意味
がつかめなかったことが原因と
思われるが、やはり部首の意味
を知ることが漢字に強くなる第
一歩であろう。

② 28% 34%

③ 10% 13%

問 2 ④ 58% 71%

⑤ 57% 64%
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● 2023 年度　中学入試　第 2 回　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 59% 74% 基本的な特殊算や図形の計量の
小問集合。四則演算、単位換
算、特殊算の基本問題、規則性
を探し条件を満たす分数を求め
る問題、図形（平面・立体）の
基本的な処理を問う問題を出題
した。種々の問題を速く正確に
処理する能力を問うものであっ
た。

得点が極端に低いものはなく、
よく解答していた。ただ、単位
換算や立体図形の問題では他と
比べると正答率が下がった。小
問を確実に得点することはもち
ろんのこと、これらの問題への
対応力が合格するために必要だ
と感じられる。

問 2 56% 66%

問 3 90% 96%

問 4 72% 84%

問 5 76% 89%

問 6 69% 82%

問 7 64% 82%

問 8 54% 66%

2

問 1 86% 96%

蛇口と3つの管から水を出し入
れする問題。文章だけでなく、
グラフを用いて変化の様子を考
えることができるかがポイント
である。条件を整理しながら変
化の様子を調べる必要がある問
題である。

問1は基本的な問題であり、得
点率も高かった。問2もグラフ
の情報を正確に読み取り、正し
く計算式を組み立てられるかが
重要であった。合格のためには
確実にとりたい問題である。

問 2 62% 80%

3

問 1 97% 100%
本校でもよく出題される平面図
形の問題。
平行線と辺の比の基本的な知識
や、線分比と面積比の考え方な
どが理解できているかがポイン
トとなる。比の合成と面積比の
標準的な問題である。

問1は線分比の基本的な問題で
あり、得点率は高かった。また、
問2では比の合成を利用した4
つの比を出題したが、全体的に
得点率が高かった。一方で、問
3の得点率があまり伸びなかっ
た。基本を押さえつつ、どこま
で応用問題に取り組めるかが大
切である。

問 2 88% 97%

問 3 28% 44%

4

問 1 74% 91%

立体を1回転させてできる立体
の体積を求める問題。問1は立
方体を1回転させる問題、問2
は立方体から切り取った立体を
1回転させる問題を出題した。
難易度は高くなく、標準的な問
題である。

問1は全体的に得点率が高く、
確実に得点しておきたい。問2
は切り取った立体を把握するこ
とはもちろんのこと、その立体
を回転させたときにできる立体
を考えることができるかがポイ
ントであった。問 2 47% 65%

5

問 1 22% 33%
カードを引き、条件を満たす場
合の数を求める問題。B君の数
字がある数を2回かけたものと
いう条件である程度絞ることが
できるが、すべてのパターンを
漏れなく数え上げられるかがカ
ギとなる。

問1はB君のカードが36と144­
であることがわかれば、最大公
約数が12となるカードを考え
ればよい。問2は問1を利用し
てAを絞り、約数の個数を考え
ていく問題。この2問は合格の
ためには確実にとりたい問題で
ある。問3はパターンが複雑で
あり、正答率を下げてしまった。

問 2 28% 40%

問 3 7% 11%
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● 2023 年度　中学入試　第 3 回　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 a 96% 98% 同じテーマを持つ、二つの文章
を読み、統合的に考え、さらに
テーマについて深く捉えること
ができるかを問う。穴埋め、抜
き出し問題は文章のキーワード
となるものを見いだせる力、選
択問題では文章全体を把握でき
る力、記述は単なる抜き出しで
はなく、文章全体をまとめる力
を問う。

漢字の書き取りは、概ね良好で
あるが、文脈の中での意味が把
握できていないものは、出来が
悪かった。記述のまとめも、文
章全体を見渡して書けている者
は少なかった。キーワードの選
別、抜き出しは概ね出来ていた
ように感じる。

b 5% 5%
c 74% 88%
d 77% 89%

問 2 47% 62%
問 3 48% 49%
問 4 58% 70%
問 5 64% 76%
問 6 70% 81%
問 7 26% 32%
問 8 38% 49%
問 9 73% 81%

2

問 1 a 80% 85% 孔子やその弟子の言行を記録し
た『論語』は小学生でも聞いた
ことのある作品であるだろう。
その『論語』を題材にした物語
である。自分を認めてほしい子
貢の心情と、それに対する孔子
の考えをしっかりと読み取って
ほしかった。

語句の問題は表現が難しいもの
になると正答率が下がった。普
段からたくさんの文章にふれ、
語彙力を増やしてほしい。また、
終盤の会話文の中から本文の内
容を照らし合わせる問題は近年
の頻出の形式である。短時間で
情報を処理できるよう、普段か
ら訓練をしてほしい。

b 45% 57%

問 2 71% 84%

問 3 69% 80%

問 4 53% 61%

問 5 82% 95%

問 6 36% 39%

問 7 20% 30%

3

問 1 58% 63%
比較的わかりやすい言葉で書か
れている詩。海が近い、遠いと
いうのが比喩であることをつか
み、それがどういう意味を持つ
のかを考えてほしかった。詩中
の表現から考えると海は力（生
命力）であり、それゆえ若さの
象徴であることが読み取れる。
二度繰り返される「近くにいて
下さい」という表現が主題であ
ることも読み取りたい。

問1は主題を問う設問。詩の中
で二度繰り返される表現があ
り、全体からも海の近さをプラ
スにとらえている点をおさえ
る。問2と問3は表現および表
現技法の問題で、よくできてい
た。問4は海が生命力の象徴で
あることをおさえたうえで、願
いが自分だけでなく若者にも向
けられていることがわかればよ
い。

問 2 89% 94%

問 3 第四連 88% 93%

第六連 85% 92%

問 4 53% 61%

4

問 1 ① 28% 38% 語彙力を問うことをねらいとし
た。表現の幅を広げるという点
で、知っておくとよいことばを
とりあげた。とはいえ、受験生
にとってはなじみの薄いことば
であり、難問かと推測した。

①「あからさま」や③「つたない」
の得点率が低く、④「いぶかし
い」⑤「しどろもどろ」が逆に高
かったのは、予想外であった。
受験対策がしっかりとなされて
いるということだろうか。

② 39% 54%

③ 21% 32%

④ 51% 60%

⑤ 57% 67%
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● 2023 年度　中学入試　第 3 回・グローバル　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 90% 97% 基本的な計算力と、特殊算の基
本的な力があるかを確かめるた
めの小問集合。四則演算、食塩
水、年齢算、速さと整数の問題、
整数、平面図形と展開図など、
基本的な処理を問う問題であっ
た。

基本的な問題を多く出題したた
め、受験者全体の得点率も高く、
合格のためには落とすことので
きない問題となった。問2の単
位換算の計算があまり正答率が
高くなく、差が出る問題であっ
た。また、問5・問6の整数に
ついての問題が合否を分ける問
題であった。

問 2 65% 83%
問 3 91% 97%
問 4 90% 96%
問 5 52% 67%
問 6 67% 86%
問 7 72% 86%
問 8 77% 87%

2

問 1 59% 80%

速さについての問題で、面積図
を用いる基本から標準的な問題
である。小数第3位まで扱う問
題であることと、文章から面積
図を用いた考え方につなげられ
るかが問われる問題であった。

問1は基本的な問題としての出
題であったが、情報を整理する
ことが難しかった受験生もいた
様子であった。また、問2は情
報をしっかりと整理し、面積図
などを用いて表せなければ、正
答にたどり着くことは難しい問
題であったため、かなり正答率
が低くなった。

問 2 7% 15%

3

問 1 33% 51%
平面図形の問題であるが、本校
では、出題頻度の低い、円をモ
チーフにした問題。円について
の知識をしっかりと理解できて
いないと難しい問題であり、受
験生にとっては難易度の高い問
題であると言える。

問1から、円の知識を持って
いないと難しい問題であるた
め、予想通り正答率はかなり低
くなった。また、問2が正答で
きなければ、問3は正答にたど
り着かないような問題であった
ため、より正答率が低くなって
しまった。問1がしっかりとで
きたかどうかがポイントとなっ
た。

問 2 29% 32%

問 3 3% 9%

4

問 1 22% 38%

場合の数と整数をモチーフにし
た融合問題。ルールをしっかり
と把握し、一つずつ試行するこ
とで、整数の条件が見えてくる
問題で、その条件から場合に分
けて考えていく問題であり、思
考を問う問題でもある。

問1はルールをしっかり把握で
きず、1回目・2回目のサイコ
ロの目の出方を入れかえた場合
を含まず回答している受験生が
多くいたため、正答率がかなり
低くなってしまった。また、問
2は全通り挙げていくと時間が
かかったり、ミスが出たりする
可能性が高く、正答率は低くな
ると想定していたが、想定より
もかなり低くなってしまった。

問 2 0% 1%

5

問 1 82% 92%
立方体と立体の特徴をテーマに
した問題。辺の本数や面の数な
ど、立体がどのように作られて
いるかを考える問題と、自分で
立体を作り考えることができる
かを問う問題であり、問3は難
易度の高い問題である。

問1・問2は与えられた立体の
辺や面の数を考える問題で、特
徴から計算によって求めること
もできるが、数え上げることも
できるので解きやすい問題で
あったが、問3は自分で立体を
作り出さなければならず、予想
通り、受験生にとっては難しい
問題となった。

問 2 73% 86%

問 3 4% 9%
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● 2023 年度　中学入試　第 3 回　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 91% 92% 日本国内の自然環境と産業に関
する一般的な問題に加えて、地
形図の読図に関する問題を組み
合わせた。地図や統計などを読
み取って考えることを意識して
出題した。

地形図の読図については、受験
生の多くがしっかり解答できて
いる。日本でみることができる
主な地形の特徴と人々の暮らし
を読み取ることができるとよ
い。その他の問題についても高
い正答率であるが、統計など一
部の問題は正答率が下がる。都
道府県順位の他、生産量も意識
して考えられるとよい。

問 2 19% 21%
問 3 63% 68%
問 4 74% 81%
問 5 A 59% 65%

B 94% 98%
C 87% 94%

問 6 （1） 40% 44%
（2） 72% 85%

問 7 A 55% 69%
B 89% 95%

問 8 （1） 88% 92%
（2）ア 44% 53%

イ 88% 91%
ウ 70% 81%

2

問 1 80% 93% 今日の「日本と中国の関係性」
を受験用語だけでなく、歴史か
ら理解を深めてもらうために日
中共同声明を軸に作問した。た
だ文章を読むのではなく、書い
てある内容が現在勉強している
内容とどのようにつながってい
るのか、またその内容に疑問を
持ったのであれば、自分で探求
していく時間を取ってほしい。
ただ暗記するという勉強からの
脱却がねらいである。

基本的な受験用語や内容を答え
る問題は概ね正答率が高いが、
自分でしっかり調べてほしい内
容は文字だけではなく、史料等
も含めて学習してほしい。今後、
「歴史教育」が受験生に求めて
いく姿勢や在り方をしっかり考
えていく必要がある。

問 2 64% 74%
問 3 63% 69%
問 4 （1） 22% 29%

（2） 35% 42%
問 5 （1） 18% 36%

（2） 79% 88%
問 6 30% 29%
問 7 89% 94%
問 8 54% 69%
問 9 93% 95%
問 10 A 70% 83%

B 9% 15%
C 55% 75%
D 67% 73%

3

問 1 65% 78% ここ10年間の年表を元に、憲
法、選挙、国際関係などについ
て基本的な事項を出題した。現
在の選挙制度、核兵器禁止条約
に関する日本のスタンスやウク
ライナの場所などを時事問題の
一つとして出題した。日頃から
新聞やニュースを通じて時事問
題に興味・関心を持ってほしい。
新しい人権やGDPについては
正確な知識を求めたもので発展
問題として出題した。

漢字で解答する唯一の設問が
「安倍晋三」を答えるものであっ
たが、誤字や解答の仕方を間違
える誤答が予想以上に多発して
いた。しっかり問題文を読み、
姓名で答えてほしい。間違いや
すいと思われる漢字は正確に覚
えることが必要である。公民分
野は制度や仕組みが変化するこ
ともあるので、常日頃からアン
テナを張る必要がある。

問 2 57% 66%
問 3 51% 59%
問 4 39% 52%
問 5 88% 86%
問 6 82% 87%
問 7 93% 98%
問 8 25% 39%
問 9 36% 47%
問 10 73% 87%
問 11 67% 69%
問 12 64% 72%
問 13 84% 90%
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● 2023 年度　中学入試　第 3 回　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 あ 93% 95% 前半（問3まで）は様々な脊椎
動物、無脊椎動物について、分
類、からだの特徴、変態、呼吸
に関する知識を問い、後半（問
4・問5）はカエルの飲水のしく
みを説明文の中から理解し、実
験結果を科学的に推測するもの
とした。

問2（2）の変態を行う動物を列
挙する問題は、やや些末な選
択肢があったため、難しかっ
た。全般に、考えようとした方
向性は正しくても、問題文で示
された前後のつながりのなかか
ら（言葉として、あるいはさま
ざまな条件設定の中で）誤答に
なったものが多くみられたのが
惜しい。片言の手がかりだけを
みて早とちりな答えにならない
よう注意したい。

い 79% 86%

う 91% 93%

問 2 （1） 50% 66%

（2） 7% 13%

問 3 （1） 58% 75%

（2） 65% 73%

問 4 63% 66%

問 5 37% 46%

2

問 1 94% 97% 夜空を観察することによって見
える太陽系の惑星の特徴や実際
の夜空での位置や見え方を理解
できているかを問う問題であ
る。また、惑星や地球が1年間
にどの様に移動するかをイメー
ジできるかを求めた問題であ
る。

惑星の位置が1か月後にどのよ
うに見えるかを問う問題につい
ては、あまり良く出来ていな
かった。これらを考える上では、
地球と惑星の運動を総合的に判
断する力が必要である。また、
木星の会合周期の問題について
は、問題文をしっかり理解する
ことを心がけたい。

問 2 58% 59%

問 3 46% 47%

問 4 44% 55%

問 5 75% 87%

問 6 58% 69%

3

問 1 83% 94% 料理や掃除などは生活をしてい
くうえで欠かせないものであ
る。今回、料理にも掃除にも使
用される炭酸水素ナトリウムを
テーマに身近な化学について考
える力をはかることをねらいと
した。

おおむね想定通りの結果で、前
半部分の問題はよくできてい
た。ただ、後半の問4は塩素の
臭いが腐卵臭でなく刺激臭が正
解で、よくプールの消毒液のよ
うなにおいとたとえられること
もある。しかし、昨今のコロナ
の影響もあってプールの授業が
減り、塩素をかぐ機会の減った
受験生が増えたのも正答率低下
の背景としてあるのではと考え
る。

問 2 76% 81%

問 3 78% 92%

問 4 35% 43%

問 5 35% 49%

問 6 26% 44%

4

問 1 ① 89% 95% ドップラー効果に関連する出
題。文章中にある条件を読みと
り、音源の移動による観測時間
の違いについて、図を活用して
考えることができるかを問うも
のである。

音源の移動距離を求めるための
読み取りは多くの受験生ができ
ていたが、時間を読み取るとこ
ろで躓いたようだった。条件の
読み取りに、与えられた図を活
用できるように心がけてもらい
たい。2つの条件から音速が一
致することを見いだし、解答ま
でたどり着くことはかなり困難
であった。

② 67% 86%

③ 33% 57%

④ 29% 55%

問 2 2% 4%

問 3 38% 48%

問 4 8% 12%
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● 2023 年度　中学入試　第 4 回　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 a 71% 83% 球面思考と平面思考の違いにつ
いて述べた文章。筆者の主張を
つかむこととそこに至るまでの
論理の展開を読みとることをね
らいとした。記述に関しては、
簡潔に表現する力が必要とな
る。

問1dが出来ていないのは、「ゲ
ンギ」の意味がわからなかった
ためと思われる。問4は「喧嘩
→火事→演劇」と話しが展開す
るなかで、「第四人称的」であ
ることの言い換えを発見できた
かどうか。問6の記述問題には、
的確な解答が多数見られた。

b 82% 84%
c 70% 81%
d 14% 15%

問 2 87% 92%
問 3 B 93% 98%

C 55% 69%
問 4 43% 56%
問 5 85% 92%
問 6 51% 62%
問 7 63% 81%

2

問 1 ア 80% 90% 登場人物ごとの心情を把握でき
ることをねらいとした。登場人
物の表情や発言等の動作は気持
ちの表れである。その根底にあ
る気持ちを読み取ってもらいた
い。

語句の意味問題については正答
率が高かった。ねらいとした心
情問題も概ね理解しており、物
語文をしっかりと勉強してきて
いることがうかがえた。選択問
題が多かったため、解きやす
かったとは思うが、間違えたも
のについては選択肢のどこが誤
りなのかをしっかりと確認して
もらいたい。

イ 72% 79%
ウ 56% 68%

問 2 8% 8%
問 3 73% 83%
問 4 66% 70%
問 5 84% 85%
問 6 67% 72%
問 7 32% 40%
問 8 47% 52%
問 9 48% 60%

3

問 1 1 77% 89% 俳句についての知識や鑑賞力を
はかる問題。詩と同様にあまり
学習機会のない分野ではあろう
が、日本固有の伝統的な定型詩
について、あらためて関心を
持ってもらうことをねらいとし
た。

問1は内容的な解釈はもちろ
ん、「切れ字」「比喩」「倒置」な
どがしっかりと理解出来ていれ
ば正解に至るはず。問3は問1
に加えて、各句の季語を見抜く
ことだが、俳句の季節が陰暦に
基づいていることを理解してい
ないと正解できなかった。

2 60% 64%

3 68% 71%

問 2 38% 48%

問 3 14% 15%

4

問 1 90% 97%「いろはかるた」に取り上げられていることばを中心にして作
問した。ことわざや慣用句は単
に暗記するだけではなく、その
意味をきちんと理解して使いこ
なせるようにすることが重要で
ある。

全体的に高い正答率を得る結果
となった。こちらが想定した以
上に高い数字である。本校の入
試傾向をつかんだうえで、それ
に沿った対策をしていることが
うかがえる。

問 2 67% 82%

問 3 83% 93%

問 4 53% 68%

問 5 74% 84%
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● 2023 年度　中学入試　第 4 回　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 89% 96% 基本的な特殊算や図形の計量の
小問集合。四則演算、単位換算、
特殊算の基本問題、数の性質、
図形（平面・立体）の計量を出
題した。この問題を通して、種々
の問題を速く正確に処理する能
力を問うものであった。具体的
には問1が計算問題、問2が単
位換算、問3～問6が特殊算お
よび数の性質、問7・8が図形
問題であった。

大問1の受験生全体の得点率は
比較的高く、多くの受験生が
ここで得点を伸ばした。問6、
問8の全受験生の得点率は約
60％だが、2問とも平易な問
題であるので、しっかりと得点
したいところである。

問 2 84% 93%

問 3 84% 97%

問 4 61% 88%

問 5 93% 99%

問 6 59% 77%

問 7 83% 99%

問 8 59% 77%

2

問 1 70% 84%
よく出題される平面図形の問
題。平行線と辺の比の基本的な
知識や、線分比と面積比の考え
方などが理解できているかがポ
イントとなる。

難易度は易しく、完答してほし
い大問である。問2の面積比の
得点率が低く、面積比の理解が
十分でないことがうかがえる。
平行線と辺の比の理解ができた
ら、次は面積比に意識を向けて
もらいたい。

問 2 59% 79%

問 3 73% 91%

3

問 1 98% 100%

数量（歩数）に関する問題であっ
た。この問題を通して、逆比に
関する理解があるか、そして問
題の状況からその結果を次の問
2で活用できるかをみるねらい
であった。

問2について、A君がB君に追
いついたということは、2人は
同じ距離を歩いたということに
意識が向かない受験生が多かっ
た。そこに気づけば問1の結果
が利用でき、答えは目の前であ
る。問 2 49% 73%

4

問 1 64% 87%

立体図形の体積に関する問題で
あった。問1は基本的な体積の
求め方を問う問題で、問2は比
の扱い方をみるねらいであっ
た。

問1は円錐台の体積を2倍する
だけであり易しいが、計算ミス
が目立った。問2は考え方や順
番を誤ると複雑な計算となるた
め、効率的で分かりやすい考え
方を選択できたかがポイントに
なった。問 2 24% 51%

5

問 1 71% 86%
場合の数に関する問題であっ
た。問1では場合の数の基本的
な求め方、問2では対称性の利
用、問3では条件をみたす例を
挙げる問題を出題した。場合の
数においては計算および対称性
を利用して数えることが大切で
あり、それをみるねらいであっ
た。

最後の大問で時間があまりなく
焦ってしまったのか、問1での
計算ミスや問3において問題文
を十分に読めておらず、問題の
条件とは異なるものを解答して
いる受験生が多くいた。時間配
分をよく考え、落ち着いて問題
文を読むように心掛けてほし
い。

問 2 6% 13%

問 3 18% 43%
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大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 81% 87% 地理分野の観点から日本の概要
を出題した。どの問題も標準レ
ベルである。基本的な用語、雨
温図などのデータの読み取り、
話題性の高い時事問題を確認し
た。

おおむね得点率が高かった。合
否を分けた要因は、語句を単語
としてのみとらえるのではな
く、意味を理解して、使うこと
ができるか、またその語句を正
確に漢字で答えられるかであっ
た。日頃からの基礎基本につい
ての、丁寧な学習が大切である。

問 2 1 94% 100%
2 54% 71%
3 80% 92%
4 76% 89%

問 3 82% 95%
問 4 37% 39%
問 5 （1） 38% 67%

（2） 89% 95%
問 6 （1） 87% 93%

（2） 69% 86%
問 7 （1） 76% 87%

（2） 81% 80%
問 8 44% 57%
問 9 （1） 91% 96%

（2） 87% 91%

2

問 1 92% 96% 人間が「神様」として祀られて
いることに疑問を抱いた小学生
が、現在祀られている神様を
カードにまとめるという設定で
リード文を作成した。選択肢を
複雑化し、既習事項を正確に理
解しているか確認する問題を多
く出題した。

全体的に得点を稼いでほしいポ
イントでしっかりと得点してく
れた。問5（1）は正答率が低い
が、米騒動が大正時代の出来事
であることに気づけたかどうか
で正誤が分かれた。漢字を書く
問題を3問設定したが、漢字の
誤りなどが散見された。特に問
7（1）で顕著であった。

問 2 （1） 59% 73%
（2） 80% 90%
（3） 51% 70%

問 3 （1） 72% 85%
（2） 95% 99%

問 4 （1） 50% 57%
（2） 89% 92%
（3） 92% 98%

問 5 （1） 20% 32%
（2）名称 95% 99%
（2）理由 83% 88%
（3） 53% 68%

問 6 （1） 75% 87%
問 7 （1） 20% 29%

（2） 40% 48%

3

問 1 1 66% 78% 最近の新聞記事から、選挙制度
や税制、エネルギー問題、憲法
改正、国際政治や経済の時事問
題などについて広く問う問題。
基本的な知識の習得とともに、
意味の理解やその説明など、も
う一歩踏み込んだ学習ができて
いるかどうかを問う問題も出題
した。

特に難解な問題は出題していな
いので、公民分野の基礎的な知
識・理解がしっかりとできてい
るか否かが合否の分かれ目と
なった。選挙制度や憲法改正に
関する問題は毎年のように出題
されているので、確実に理解し
ておきたいところ。また、政治
や経済についての時事的な問題
も、普段から新聞やニュースな
どに興味関心をもっていれば十
分に答えられる内容。

2 56% 67%
問 2 51% 66%
問 3 32% 51%
問 4 96% 98%
問 5 32% 37%
問 6 68% 76%
問 7 94% 99%
問 8 （1） 52% 67%

（2） 20% 28%
問 9 12% 17%
問 10 X 90% 93%

Y 59% 75%
Z 87% 95%
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● 2023 年度　中学入試　第 4 回　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 75% 87% 実験で与えられた条件設定とそ
の結果との関連性を読み取り、
別の条件で予想される結果を推
定する問題を出題した。特に解
答が一つではなく複数の可能性
がある問題は、解答を選ぶ明確
な根拠に気づくことが求められ
る。

生物の分野は知識問題が多くな
る傾向があるため、暗記が中心
の学習になりがちであるが、そ
の知識を正しく用い、未知の事
象に当てはめて考える（想像す
る）ことができる力を養ってい
くことが大切である。

問 2 73% 83%
問 3 26% 42%
問 4 77% 87%
問 5 X 57% 72%

Y 16% 24%
問 6 38% 58%

2

問 1 88% 91% 気象の分野から、雲のできる仕
組みについてある兄弟の会話か
ら読み取る形式で出題した。典
型的な雲の形状、性質といっ
た観察的な理解から、上昇気
流、下降気流、結晶核の微粒子
の存在といった理論的な内容へ
と徐々に詳細な理解へと話が進
み、単に表層的な知識をなぞる
だけでなく、その背後にある科
学的な背景を理解する姿勢を問
うた。

概ね予想通りの結果となった
が、問2の漢字の書き取りの誤
りが多かった。理科に限らず、
典型的な用語は正確に記述でき
ることが望ましい。また問4の
正答率がかなり低く、簡単なグ
ラフの読み取りの練習が必要で
あると感じた。あからさまな誤
答の選択肢を選んだ受験者がか
なり多く、グラフから実際に起
こっている現象をイメージする
能力が求められる。

問 2 46% 70%

問 3 92% 99%

問 4 35% 40%

問 5 40% 61%

問 6 32% 30%

3

問 1 41% 59%
気体の基本知識と、気体の発生
や物質の生成に関する内容を出
題した。与えられた情報をもと
に、計算を進めていく力や、情
報を正しく変換する力、複数の
観点から計算を進め、正しく解
答を導く力を問う問題である。

問1、問2は気体の知識にまつ
わる問題で、電気分解による気
体の発生の選択肢が正答率を下
げた要因と感じる。
問3、問4は反応前後で、物質
の合計の重さに変化がないこと
を理解できていれば、得点を期
待できる部分であったが、体積
と重さの変換ミスによる失点が
多かった。
問5、問6は問3、問4で求めた
反応の比率を使って解く問題で
ある。反応の過不足が起こるため、
そこに気づけるか否か、また気づ
いてもどこの比率を使って解く
かなど情報を整理し、正しく解答
を導く力が必要であった。

問 2 43% 59%

問 3 53% 76%

問 4 28% 60%

問 5 9% 25%

問 6 （1） 15% 33%

（2） 3% 9%

4

問 1 53% 74% てこの原理に関する問題である
が、まず正確に式を立てられる
か、さらに計算力をもっている
かを調べることをねらいとし
た。また、重さのある棒にする
ことで、応用する力をもってい
るかどうかも作問の意図とし
た。

想定に反して、問1の基本問題
から苦戦を強いられた受験生が
多かった。てこの原理について、
正確な理解と計算力を身につけ
てほしい。また、問3、問4で
は棒が斜めの状態になっている
が、水平の場合と同じように考
えてよい。これに気がつかない
と計算がかなり大変であったと
推察する。

問 2 41% 67%

問 3 20% 36%

問 4 9% 22%

問 5 21% 34%

問 6 8% 17%
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● 2023 年度　中学入試　帰国生 AB 方式　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 a 91% 92% 芸術とは何かということについ
て、マルセル・デュシャンの「泉」
という作品をとりあげ、これま
での芸術と違う点を論理的に述
べている。文章自体は容易に読
むことができるので、いかに速
く正確に読み取れるかを試す問
題と言える。

問1の漢字の書き取りは訓読み
で合格者と不合格者の差が大き
かった。問2の抜き出し問題に
ついても同様のことが言える
が、これは読む速さにも関わり
があると考えられる。問5は論
説文に頻出する語の意味を理解
できているかどうかの違いと言
える。全体として帰国生の読解
力は向上しているようである。

b 75% 94%
c 72% 78%
d 86% 92%

問 2 59% 84%
問 3 89% 90%
問 4 69% 89%
問 5 58% 82%
問 6 X 74% 88%

Y 52% 72%
問 7 76% 90%

2

問 1 41% 70% 登場人物・沼田の少年時代の別
れの経験を、2つのエピソード
を重ねる形で回想した場面。そ
れぞれのエピソードの共通点を
読み取ることで、本文全体を構
造としてとらえることができる
かがポイント。そのうえで沼田
少年の人生にとって別れがどの
ような意味を持つのかという主
題を、「仕方ない」「諦め」など、
繰り返されるキーワードを通し
て読み取ることができたかを問
うた。

問1、問3、問8のような本文
全体を大きく読む視点の設問
で、正答率の差がつくという特
徴が見られた。本文の前半と後
半の末尾に同じような表現が見
られることに気づくと問1は容
易。問7は「哀しみの理解者」「話
の聞き役」「同伴者」に相当しな
いものを選ぶ。問8は父と母両
方に気づかう沼田少年の心情を
つかむ。問9の記述は左欄の「出
題のねらい」参照。

問 2 A 58% 74%

B 67% 76%

問 3 43% 62%

問 4 80% 86%

問 5 91% 96%

問 6 64% 74%

問 7 49% 58%

問 8 42% 56%

問 9 （1） 46% 73%

（2） 23% 33%

3

問 1 51% 56%
春の訪れによろこびを感じてい
る詩である。表現技法に関して
の出題は定番である。比喩的に
しかも短く簡潔な言葉によって
表現された内容を、一語一語に
注意しながら正確に解釈できる
かが試される。

詩についての苦手意識がうかが
える結果である。問3は観念的
に誤答を選んでしまったようだ
が、文章を読むということは、
あくまでもその文章の中から読
み取れることをつかむというこ
とである。独善的に考えてしま
うことのないよう注意してほし
い。

問 2 74% 86%

問 3 35% 34%

問 4 75% 76%

問 5 51% 66%

4

問 1 1 63% 78% 漢数字を含むことばについて出
題した。語彙力を高めるために
は、単に読みや意味を覚えるだ
けではなく、実際に使うことが
できるどうかがポイントにな
る。

もう少し得点率は低くなると予
想していた。帰国生は漢字が苦
手という先入観があったが、こ
の結果を見る限り、日ごろの学
習の成果がうかがえる。

2 85% 92%

3 37% 50%

4 53% 66%

問 2 42% 48%
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● 2023 年度　中学入試　帰国生 AB 方式　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 95% 94% 基本的な特殊算や図形の計量の
小問集合。四則演算、特殊算の
基本問題、規則、図形（平面・
立体）の計量を出題した。この
問題を通して、種々の問題を速
く正確に処理する能力を問うも
のである。問1・問2は計算問題、
問3～問6は特殊算を幅広い分
野から、問7・問8は図形の問
題を出題した。

昨年度に比べ、全体的に出来が
良かった。基本的な力を見る問
題が多かったが、昨年と比べ、
受験算数特有の線分図や面積図
を用いた問題の出来は悪くな
かったが、抽象的な問題（数列
や推測）や「以上」「できるだけ
多く」といった問題は思ったほ
ど良くはなかったようである。

問 2 84% 90%

問 3 55% 68%

問 4 71% 81%

問 5 45% 61%

問 6 46% 64%

問 7 69% 81%

問 8 84% 90%

2

問 1 81% 94%

3つの管から水を出し入れする
問題だが、基本的な仕事算の問
題である。問2は特殊算を知ら
なくても解けるような問題構成
にした。

昨年出題した問題の類題のよう
な問題。基本的な仕事算をはじ
めとした特殊算ができれば、受
験算数においては基本的な問題
であり、取り組みやすい問題で
あったため、出来はかなり良
かった。

問 2 84% 98%

3

問 1 82% 92%

本校では特徴的な平面図形と比
を絡める問題であり、三角形を
題材にした。問1・問2とも面
積の割合を求める問題である。
1つの図形を基準にして、高さ
の比等を利用して、もとの三角
形の何倍かという、図形に関す
る性質の定着度合も受験生に求
めた。

本校がよくテーマとしている平
行四辺形を基にした線分比と異
なったが、平行四辺形で練習を
している受験生は問題なかった
ようであり、全体的によくでき
ていた。問2のような具体的な
面積の数値を求める問題にする
と、手をつけやすくなるように
見受けられた。

問 2 79% 92%

4

問 1 94% 99%
4枚の円柱の積み重ね方の場合
の数を求める問題。3問とも独
立した問題であり、実際に調べ
て場合の数を的確に処理できる
かどうかを問う問題であった。

問題文のルールの理解は難しく
ないが、効率よく処理できてい
るかどうかで正誤が分かれた。
場合の数はそれほど多くないの
で、全部の場合をあげて調べて
いけばそう難しくはないはずだ
が、問3の問題で、文章の意味
を理解していない受験生も見受
けられた。

問 2 60% 80%

問 3 32% 53%

5

問 1 55% 76%
本校の入試問題でよく取り上げ
られる旅人算の問題であった
が、電車の警笛というあまりな
い題材からの出題である。受験
生の旅人算でよく見受けられる
人や車、自転車などと同じ考え
方で処理できるかを問う問題で
ある。

問題の状況をしっかり考えて、
電車の速さと警笛の音の速さの
関係を利用できたかがポイント
であったが、問2以降は難易度
が高く、全体的に出来は良くな
かった。文章から図を書いて必
要な情報を取り出せた受験生は
正解までたどり着いたようであ
る。

問 2 9% 15%

問 3 8% 13%
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● 2023 年度　中学入試　帰国生 A 方式　英語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

Q1 25% 44% 英検準1級・英検1級レベルの
語彙や熟語が理解できること。
派生語が分かり、綴れるか、基
本動詞の綴りを問うという主旨
のねらいで出題をした。基本的
には例年通りの形式で出題をし
た。

概ね良好であると言えるが、英
検準1級レベルのものは理解・
選択ができるが、1級レベルの
ものとなるとまだまだ学習が必
要と思われる。一方で単語の綴
りは日常から気を付ける必要が
ある。

Q2 34% 44%
Q3 42% 61%
Q4 53% 71%
Q5 92% 98%
Q6 62% 78%
Q7 70% 80%
Q8 61% 80%
Q9 65% 78%
Q10 6% 15%

2

（1） 68% 93% 2者によるやり取りが続く長め
の英会話の文を読み、その内容
を正しく理解した上で、選択肢
から空所を埋める作業により全
体を要約させる問題である。受
験生の英語読解力と論理性を
伴った思考ができるかを問うて
いる。

全受験生と合格者の得点率を見
ると、この問題が合否を分けた
といえる。選択式問題なので、
しっかりと内容が読め、ある程
度ロジカルな思考ができる帰国
児童にとっては容易な問題が中
心であり、合否の差は主に英語
理解力の差と考えられる。（9）
は英会話本体の読解が表面的な
場合、正解を得られず、やや難
しかったかも知れない。

（2） 51% 66%
（3） 49% 83%
（4） 42% 59%
（5） 54% 76%
（6） 35% 61%
（7） 18% 34%
（8） 54% 80%
（9） 27% 32%
（10） 31% 61%
（11） 59% 80%
（12） 24% 37%

3

Q1 51% 78% 文章の前後に注意をしながら文
章を正しく整序できるかを出題
した。形式は概ね例年通りであっ
た。多彩な文法事項や熟語が出
題されたが今年も大学入試の基
本的なレベルのもが多かった。

大学入試レベルで必要とされる
基本的な文法事項は概ね良好で
あった。文法事項は英文の骨格
をなし得るものであると言え
る。日常から気を付けて学習を
進めていく必要がある。

Q2 20% 43%
Q3 60% 80%
Q4 61% 75%
Q5 45% 71%

4

1 ① 72% 85% アメリカのラスベガスにおい
て、発電のための様々な取り組
みを紹介するエネルギー問題に
関する文章。論理の流れを理解
するとともに、日頃から環境問
題を含む時事問題への関心が求
められる。

文の流れを決定づける表現、いわ
ゆるディスコースマーカーを選
択する問題と本文の内容と一致
するものを選択する問題。なじみ
やすい内容であったため文章理
解の方は比較的高得点となった。
一方ディスコースマーカーの問
題は「主張→具体例」「理由→結論」
などの因果関係をつかむことに、
やや苦戦していたようであった。

② 62% 90%
2 ① 51% 73%

② 55% 83%
3 ① 45% 44%

② 72% 88%
4 ① 60% 85%

② 34% 59%

5

Q1 81% 91%
すべて記述式の長文問題であ
る。全文和訳や指示された内容
を答える問題を通じ、英語の読
解力に加え、日本語の記述力も
問うた。長文中の語彙レベルは
あえて低く設定しているもの
の、指示語が何を指しているか
や、話の流れをしっかりと理解
し日本語で説明できるかが正答
の鍵となる問題である。

本文内の使用語句は難しいものはな
かったが、長文の分量が若干昨年よ
りも増え、設問も部分的に答えさせ
るものから、1文すべてを書くもの
に変わったということから、難易度
がやや上がったといえる。知らない
語句があったとしても十分に前後関
係で読み取ることができたはずだ。
しかし、Q2・Q3で正答率が低く出
ていることから、本文のアウトライ
ンは理解できるが、細かい点につい
て丁寧に読む習慣が身についていな
いと考えられる。ポイントとなる部
分にアンダーラインを引いて丁寧に
解答する癖をつけてほしい。

Q2 8% 14%

Q3 9% 15%

Q4 33% 46%
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● 2023 年度　中学入試　帰国生 B 方式　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 77% 88% 地理分野と歴史分野の基本的な
知識を中心に出題した。歴史分
野はその時代に適する語句、人
物、出来事の内容を理解してい
ることを確認するために正誤文
で構成するようにした。

問2の得点率が5割を切ったの
は予想外。奈良時代の内容を聞
いているので、文章そのものの
内容は合っていても時代が違う
場合は誤文となるので注意が必
要。問7（2）は難しいと思うが、
4択にして盆地や平野を一つだ
け聞いた場合は正答率がはね上
がったはず。このあたりを落と
したとしても他でしっかりと正
解しておきたい。

問 2 42% 41%

問 3 49% 51%

問 4 92% 95%

問 5 （1） 89% 97%

（2） 37% 51%

（3） 92% 98%

問 6 （1） 74% 81%

（2） 65% 74%

問 7 （1） 92% 99%

（2） 36% 49%

問 8 66% 78%

問 9 85% 94%

2

問 1 61% 77% 近現代史と公民分野の基本事項
の確認に近い問題を中心に出題
した。過去問を解いていれば似
たような小問にあたったはずで
ある。

正答率の低い問10（1）は、受
験生視点では現代史。大人の視
点では時事問題のように感じら
れる。自由民主党大勝の2012
年衆議院議員選挙は民主党野田
佳彦内閣でおこなわれた。その
後、安倍晋三内閣が発足するこ
とになる。
他の設問の得点率が全体的に高
いため、取りこぼしのないよう
にしておきたい。

問 2 82% 90%

問 3 55% 69%

問 4 （1） 81% 92%

（2） 72% 88%

問 5 96% 98%

問 6 77% 85%

問 7 97% 99%

問 8 63% 70%

問 9 53% 62%

問 10（1） 16% 14%

（2） 54% 65%
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● 2023 年度　中学入試　帰国生 B 方式　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1 問 1 63% 73%
前半でさまざまな植物に関す
る知識（分類・単性花）を問い、
後半は概日周期があるなかで昼
夜の長さによって開花が誘導さ
れる性質を資料から読み取って
科学的に推論する問題を出題し
た。

得点状況は大変良い。とりわけ、
推論の問題（問3～問6）は、あ
えて資料を一目瞭然にしなかっ
たなかで、理解度は十分だっ
た。むしろ、さまざまな生物を
取り扱う知識問題（問1・問2）
で、得点に差が付いた。これは
例年みられる傾向でもある。私
どもはマニアックな知識を求め
てはいない。身近な生物に対す
る理解を、日頃から地道に広げ
ていってもらいたい。

問 2 29% 43%

問 3 92% 97%

問 4 81% 86%

問 5 89% 94%

問 6 57% 65%

2 問 1 日食 65% 70% 前半は太陽と地球および月の位
置によって観察できる現象につ
いて問い、後半は月の自転周期
と公転周期をもとに月面上から
地球や太陽を観察したときの地
球と太陽の位置や時間による動
きを考察する問題を出題した。

全体として良くできていた。日
食と月食の太陽と地球、月の位
置については、学習していたこ
とがうかがえた。また、月面上
からの地球の見え方や太陽の動
きについては、位置関係をイ
メージする力が必要であった
が、比較的良くできていた。

月食 62% 64%

問 2 58% 74%

問 3 78% 93%

問 4 77% 83%

問 5 45% 62%

問 6 33% 44%

3 問 1 75% 90% 前半は、様々な水溶液の性質、
またその水溶液の反応から発生
する気体の性質を問う問題。
後半は、酸とアルカリによる中
和反応を用いた計算ができるか
どうか確認する問題であった。

全体として正答率が高く、非常
によくできていた。
問1や問2など比較的数の多い、
分類問題や、問5、問6の表を
読み取り解答する問題にも的確
に対応しており、情報処理を正
確に行い解答を導く力があった
ように感じる。今後も、基本的
な知識を身につけ、かつ情報を
読み取り、活用する力をつけて
いってほしい。

問 2 65% 78%

問 3 77% 81%

問 4 86% 92%

問 5 92% 99%

問 6 80% 91%

4 問 1 37% 48% 一般に金属は電流が流れるが、
物質によって流れやすさが異な
る。問1ではその違いをきいた。
問2以降は回路の接続の仕方に
よって、電球の明るさや電球に
流れる電流の大きさがどうなる
のか、最後に乾電池を長持ちさ
せるにはどうすればいいかをき
いた。

問1は正答率が低くなることを
想定していたが、合格者の得点
率は半分近かった。知識問題も
しっかり学習していることが
わかる。問2以降も得点率が高
く、予想よりもできていた。電
気分野を苦手とする受験生が多
い中、本校受験生はかなり勉強
していることがうかがえる。

問 2 87% 95%

問 3 68% 83%

問 4 豆電球3 54% 72%

豆電球4 68% 86%

問 5 68% 83%
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● 2023 年度　中学入試　グローバル方式　英語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 62% 90% 会話文中の空欄に入る適切な動
詞を選ぶ問題。基本動詞等の語
彙力を問う。もし必要があれば、
文脈に合わせて正しい形に直さ
なければならない。したがって、
しっかりとした不規則変化動詞
の知識も当然必要とされる。

基本動詞については、習熟度の
かなり高い受験生が本試験に挑
戦しているようである。ただ、
語形変化となると多少苦慮して
いる傾向が見られる。特に、不
規則動詞の変化については、普
段から特に意識して学習する必
要があるだろう。

問 2 48% 76%
問 3 88% 100%
問 4 68% 86%
問 5 34% 48%
問 6 80% 90%
問 7 88% 95%
問 8 14% 24%
問 9 86% 100%
問 10 92% 100%

2

問 1 92% 95% 単語、熟語、文法の知識を統合
し、文脈に合わせて適切な英文
を完成させる能力を問う。各問
とも5語を並べ替えた上で、2
番目と4番目の語句を解答す
る。単なる知識の寄せ集めでは
対応できない。英作文につなが
る力の有無を確認する問題。

英検準2級レベルを意識した問題
が多く含まれる中で、非常によく
対応できているようであった。昨
年までの問題形式から若干解き
にくくなったのにもかかわらず、
群動詞、熟語などの知識も定着し
ているようであり、特に合格者の
正答率は、ほとんどの設問におい
て極めて高い。合格者に対しては、
今後の活躍が大いに期待される。

問 2 92% 95%
問 3 82% 100%
問 4 98% 100%
問 5 78% 86%
問 6 74% 86%
問 7 98% 100%
問 8 84% 95%
問 9 68% 86%
問 10 92% 95%

3

問 1 86% 95%
メッセージ形式の長文問題である。
それぞれ内容を問う問題である。筆
者が発信する情報を時系列順に正
確に思考できるかなどを問うた。設
問に対しては、時間の推移と出来事
を掌握する必要がある。回答は番号
で答えさせる形式で上記内容が分
かっているかどうかが回答へのカ
ギとなっている。該当しないものに
関しては平易な内容でまとめた。

正答率は例年通り比較的高い結
果となった。選択形式の回答以
外の選択肢も難解なものでな
かったことが関わっている。問
2に関しては「実際に行う行為が
何なのか」をきちんと理解する必
要がある。英検準二級とほぼ同
等レベルの出題となったが、早
く読む能力とともに深い内容を
洞察する力も必須である。

問 2 16% 29%

問 3 94% 95%

4

問 1 96% 100% 論説文を読むことで、いかに正
確に読み進められるかを問う問
題とした。正確に読めているか
を問うために、カギとなる語を
空欄とし、前後の内容を正確に
読めていれば、自ずとその語を
選択できるという形式とした。

各問の難易度はさほど変わらない
にもかかわらず、後半の問題になる
につれ、正答率が落ちてきている。
これは、読み進めていくうちに話の
筋が追えなくなっているからで、そ
の原因は単語力にあるのは間違い
ない。準2級レベルの単語集をしっ
かり勉強することが望まれる。

問 2 86% 95%
問 3 70% 86%
問 4 64% 71%
問 5 68% 86%
問 6 60% 76%
問 7 56% 62%

5

問 1 62% 72% 長めの英文を読み、日本語訳も含めそ
の内容を把握できているかを確認する
問題。和訳を出題しているのは、内容
を理解しながら適切に日本語に訳せる
かを問うためである。和訳は、長文全
体の流れの中での一文を的確に理解し
ているか、また文法を理解して和訳し
ているか、にポイントを置いた。内容
理解問題では、段落毎にきちんと内容
をまとめながら読み進めていくことが
できるかに主眼を置いている。

英検準2級レベルの問題である。内容
的に小学生にも馴染みのあるもので
あったと思われ、得点率の高い問題も
多く、十分な実力があると判断するこ
とができる。和訳の採点は内容理解が
できているかを中心に考えて行った。
受験生の解答から、訳す際にやや難渋
した様子のもの、必要のないところを
訳すなどのものも散見されたが、英文
の主張や話の流れを正確に把握してい
る様子が感じられた。

問 2 （1） 98% 100%

（2） 100% 100%

（3） 98% 100%

（4） 98% 100%

※グローバル方式の算数の分析は第3回入試と合わせて掲載（P.28）
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